
　　　　76,278 人（－ 38）
男　　　37,884 人（－ 3）
女　　　38,394 人（－ 35）
世帯数　30,673 世帯（ー 2）
（　）内は前月との比較

人 の 動 き 【2017/9/1 現 在】

市の人口と世帯

人口増減の内訳

出生 40　   　転入 156　

死亡 58　 　  転出 176

石     岡
石岡の今を伝える　

広
報

2017
No.288
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病
院
な
ど
で
の
不
在
者
投
票

　

茨
城
県
選
挙
管
理
委
員
会
が
指

定
す
る
病
院
な
ど
の
施
設
に
入

院
・
入
所
し
て
い
る
人
は
、
そ
の

施
設
内
で
不
在
者
投
票
が
で
き
ま

す
。
詳
し
く
は
各
施
設
に
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

　

左
の
表
に
該
当
す
る
人
は
、
自

宅
か
ら
郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票

が
で
き
ま
す
。
郵
便
投
票
に
必
要

な
「
郵
便
等
投
票
証
明
書
」
は
、

随
時
受
け
付
け
て
い
ま
す
の
で
、

早
め
に
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。（
証
明
書
の
発
行
に
は
、

お
よ
そ
４
日
か
か
り
ま
す
）

※
身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷

病
者
手
帳
を
持
っ
て
い
る
人
で
、

障
害
が
複
合
す
る
な
ど
の
要
因
に

よ
り
、
左
の
表
と
障
害
の
程
度
が

同
等
で
あ
る
と
市
長
ま
た
は
知
事

が
証
明
し
た
場
合
は
、
郵
便
等
投

票
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ご
不
明

な
点
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

石岡市長選挙の投票日です
 10月22日 日は

不
在
者
投
票

■問い合わせ
　石岡市選挙管理委員会（総務課内）
　☎ 23-1111（内線 255）

投
票
日
に
予
定
が
…

そ
ん
な
と
き
は

　期
日
前
投
票
が
便
利
！

期
間
／
10
月
16
日
月
〜
21
日
土

場
所
／

　

・
石
岡
市
役
所

　
　
（
す
こ
や
か
子
育
て
館
）

　

・
八
郷
総
合
支
所

　

・
石
岡
駅
（
観
光
案
内
所
内
）

　

・
イ
オ
ン
石
岡
店
（
１
階
）

時
間
／
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

※
イ
オ
ン
石
岡
店
は
午
前
10
時
〜

　

午
後
８
時

▼
入
場
券
が
届
い
て
い
る
場
合
は

　

裏
面
の
宣
誓
書
に
必
要
事
項
を

　

記
入
の
う
え
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

▼
本
人
確
認
が
出
来
れ
ば
入
場
券

　が
無
く
て
も
投
票
で
き
ま
す
！

■
郵
便
等
投
票
が
で
き
る
人

身

体

障

害

者

手

帳

障
害
名

障
害
の
程
度

１
級

２
級

３
級

両
下
肢
、
体
幹
、
移
動

機
能

○

○

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸

器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸

○

○

免
疫
、
肝
臓

○

○

○

戦
傷
病
者
手
帳

障
害
名

障
害
の
程
度

特
別

項
症

第
１

項
症

第
２

項
症

第
３

項
症

両
下
肢
、
体
幹

○

○

○

心
臓
、
じ
ん
臓
、
呼
吸

器
、
ぼ
う
こ
う
、
直
腸
、

小
腸
、
肝
臓

○

○

○

○

介
護
保
険
の

被
保
険
者
証

要
介
護
状
態
区
分　

５

投票時間は
 午前７時～午後６時
開票速報は市メールマガジンで
お届け！ぜひご登録ください！
▼携帯電話用 ▼スマホ用

明日を見つめて
投票しよう！

８
月
27
日
執
行

茨
城
県
知
事
選
挙
結
果

▼
当
日
有
権
者
数
と
投
票
率

　
　

　
　

　
　▼

選
挙
結
果

県全体 石岡市選挙区
男 1,208,568 人 31,780 人
女 1,220,758 人 32,524 人
計 2,429,326 人 64,304 人

県全体 石岡市選挙区
男 43.45％ 45.23％
女 43.51％ 45.05％
計 43.48％ 45.14％

■当日有権者数

■投票率

当落 候補者氏名 得票総数 得票総数
（石岡市）

橋本　まさる 427,743 13,366

当選 大井川　かずひこ 497,361 12,377

鶴田　まこみ 122,013 3,068

広報いしおか 10月１日号　№２８８　　　２　　　　　　　

※立候補届出順



まちのわだいピックアップ

地
域
の
可
能
性
を
発
信

有
明
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
る

　　　　　　　３　　　 広報いしおか 10 月１日号　№２８８

中
学
生
平
和
大
使
の

解
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

８
月
25
日
、
石
岡
市
役
所
で
中
学
生
平

和
大
使
の
解
団
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
式

で
は
今
回
の
派
遣
先
で
あ
る
、
長
崎
を
訪

れ
て
感
じ
た
こ
と
や
、
こ
れ
か
ら
の
決
意

な
ど
を
発
表
し
ま
し
た
。

　
「
長
崎
に
行
く
ま
で
、
自
分
が
恵
ま
れ

た
環
境
だ
と
感
じ
た
こ
と
は
な
か
っ
た
。

そ
れ
は
現
代
の
平
和
で
あ
る
状
況
し
か
、

知
ら
な
か
っ
た
か
ら
だ
と
思
う
。
当
た
り

前
の
平
和
が
、
実
は
と
て
も
あ
り
が
た
い

こ
と
だ
と
分
か
っ
た
」
と
飯
塚
陽は

る
か香
さ
ん

（
石
岡
中
学
校
２
年
）
は
日
常
に
あ
る
平

和
の
大
切
さ
に
つ
い
て
話
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
仲
居
颯そ

ら良
さ
ん
（
園
部
中
学
校

２
年
）
は
「
ま
だ
自
分
に
は
、
世
界
に
大

き
な
変
化
を
起
こ
す
と
い
う
こ
と
は
無
理

か
も
し
れ
な
い
。
そ
れ
で
も
、
身
近
な
平

和
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
世
界
平
和
へ

の
第
一
歩
だ
と
思
う
」
と
語
り
ま
し
た
。

　

く
り
返
し
て
は
な
ら
な
い
戦
争
、
守
っ

て
い
く
べ
き
平
和
。
そ
れ
を
伝
え
て
い

く
使
命
を
果
た
す
た
め
、
最
後
に
生
徒

全
員
で
、
石
岡
市
中
学
生
平
和
宣
言
文

２
０
１
７
を
披
露
し
ま
し
た
。

▲生徒一人ひとりが自分の言葉で自らの思いを伝えました。
写真は八郷中学校２年の植田天

そ ら

空さん

▲市内６校の中学校から２人ずつ、計 12人の生徒が平和大
使として長崎を訪れました

　

８
月
６
日
、
有
明
中
学
校
の
跡
地
で
、

有
明
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
有
明
中
出
身
で
石
岡
ふ
る
さ
と
大
使

の
高
田
こ
ず
え
さ
ん
の
ラ
イ
ブ
、
地
元

間
伐
材
の
ペ
レ
ッ
ト
で
沸
か
し
た
足
湯
、

ホ
ー
ス
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
、
ス
カ
イ
ス
ポ
ー

ツ
、
ボ
ン
ネ
ッ
ト
バ
ス
乗
車
体
験
、
夜
は

花
火
大
会
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
。

　

こ
れ
は
有
明
中
廃
校
後
の
有
効
活
用
を

考
え
る
地
元
の
皆
さ
ん
に
よ
っ
て
企
画
・

運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
「
自
分
た
ち
が
残
っ
た
地
元
で
、
今
い

る
子
た
ち
に
、
有
明
の
思
い
出
を
つ
く
っ

て
も
ら
い
た
い
。
思
い
出
が
あ
れ
ば
、
地

元
を
出
て
も
帰
っ
て
く
る
き
っ
か
け
に
な

る
」
と
話
す
の
は
若
手
を
ま
と
め
る
平
岡

聡
志
さ
ん
。
20
代
前
半
か
ら
40
歳
ま
で
の

15
人
ほ
ど
の
仲
間
で
５
月
連
休
明
け
か
ら

集
ま
っ
て
準
備
を
し
て
き
ま
し
た
。
代
表

の
谷
島
洋
司
さ
ん
は
「
地
域
の
様
々
な
団

体
や
企
業
、
個
人
が
集
ま
っ
て
で
き
た
祭

り
。こ
こ
か
ら
地
域
の
芽
を
育
て
た
い
し
、

こ
ん
な
に
資
源
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
感

じ
て
も
ら
い
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。1子どもたちは牛串無料！平岡会、がんばりました2丸太き

りやボンネットバス乗車体験3ステージも盛り上がります

1

2

3



Switch
キミはこのまちに恋をする

市民討議会 2017
　８月 27日、市と（一社）石岡青年会
議所共催による市民討議会（第５回）が
朝日里山学校で開催されました。市民討
議会は、市民協働のまちづくりを目的に
毎年実施されています。
　18歳～39歳の無作為に選ばれた2,000
人に案内状が送られ、申し込みのあった
市民と、市内高校生が参加しました。
　「あなたが刺さる！『いしおか LINE
スタンプって？』『石岡市の YouTuber
になる？』をテーマに話し合いました。
　実行委員長の大塚良幸さんは「参加し
た皆さんと、この機会をきっかけとして
将来の石岡を一緒に考えていけたらと
思っています」と話しました。
　市民討議会の内容をまとめた報告書は
市と石岡青年会議所のホームページで公
開します。

ま ち の 話 題

広報いしおか 10 月１日号　№２８８　　　４　　　　　　　

1グループごとにテーマについて話し合う参加者。2選ばれた18歳～ 39
歳の市民と市内の高校生。総勢20人が集まりました。

1

2

さがしてみよう！いろんなカタチ　アートサイト八郷 2017

　

８
月
18
日
～
20
日
、
今
年
も
上
青
柳
地
区
で
、

武
蔵
野
美
術
大
学
の
建
築
学
科
の
学
生
た
ち
に
よ

る
、
竹
で
作
っ
た
野
外
の
作
品
展
示
「
ア
ー
ト
サ

イ
ト
八
郷
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
８
年
目
を
迎
え

る
今
年
の
テ
ー
マ
は
「
さ
が
し
て
み
よ
う
。
い
ろ

ん
な
カ
タ
チ
」。

　

代
表
を
務
め
た
３
年
生
の
磯
野
信
さ
ん
は
、
愛

知
県
出
身
。
１
年
生
の
頃
か
ら
ア
ー
ト
サ
イ
ト
八

郷
に
関
わ
っ
て
き
ま
し
た
。

　
「
今
回
は
、
メ
ン
バ
ー
全
員
で
一
つ
の
も
の
を

作
り
た
い
と
考
え
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
必
然
的

に
作
品
が
大
型
化
し
て
い
っ
て
。
大
き
い
も
の
を

作
る
と
、
単
純
な
形
の
組
み
合
わ
せ
に
な
っ
て
く

る
ん
で
す
。
円
形
の
ド
ー
ム
の
中
に
五
角
形
が
隠

れ
て
い
た
り
、
四
角
形
の
テ
ン
ト
の
中
に
三
角
形

が
出
現
し
た
り
。
一
つ
だ
と
思
っ
て
い
る
形
の
中

に
は
、
実
は
違
う
形
が
隠
れ
て
い
る
。
そ
の
面
白

さ
が
テ
ー
マ
で
す
」

　

今
年
、
関
わ
っ
た
メ
ン
バ
ー
は
１
～
４
年
生
ま

で
あ
わ
せ
て
16
人
。
１
か
月
前
か
ら
上
青
柳
地
区

に
入
っ
て
、
作
品
の
制
作
や
展
示
の
準
備
な
ど
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
今
回
は
、
新
た
な
試
み
と
し
て
、
石
岡
第

一
高
等
学
校
の
美
術
部
の
絵
も
７
点
、
棚
田
の
中

の
茶
室
に
展
示
。
ア
ー
ト
サ
イ
ト
八
郷
の
Ｏ
Ｂ
で

も
あ
る
石
岡
市
地
域
お
こ
し
協
力
隊
に
よ
る
ハ
ン

コ
で
看
板
建
築
を
作
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
も

実
施
し
ま
し
た
。

　

学
生
た
ち
が
運
営
す
る
本
イ
ベ
ン
ト
。
子
ど
も

も
大
人
も
ゆ
っ
く
り
流
れ
る
時
間
の
中
で
、
の
ん

び
り
と
思
い
思
い
に
過
ご
し
て
い
ま
し
た
。

1最終日、会場の入り口にて2「実際に 50㎝の溝を掘って
みることが、どのくらい大変なことなのか。東京にいると分
からないが、八郷に来て実際に手を動かすと分かることがた
くさんある」と磯野さんは話します。3五角形の竹シェルター
には三角形が隠れていました

1

2 3



　

八
郷
商
工
会
青
年
部
で
は
、
毎
年
小
学
校
を
回
っ

て
ペ
ン
キ
の
塗
り
替
え
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
っ
て

い
ま
す
。
東
成
井
小
の
先
生
は
「
高
い
所
を
職
員

で
や
る
の
は
難
し
い
の
で
、
本
当
に
助
か
り
ま
す
」

と
話
し
ま
し
た
。
塗
装
業
を
営
む
人
が
材
料
を
提
供

し
、塗
り
替
え
を
メ
ン
バ
ー
共
同
で
実
施
し
ま
し
た
。

　

作
業
に
参
加
し
た

の
は
２
日
間
で
延
べ

15
人
。「
幅
広
い
業
種

の
メ
ン
バ
ー
の
特
技

を
生
か
し
て
、
地
域

の
た
め
に
貢
献
し
て

い
き
た
い
で
す
」
と

部
長
の
沼
田
祐
市
さ

ん
は
話
し
ま
し
た
。

８月 18・19 日　八郷商工会青年部が
東成井小の壁を塗り替え

　

夏
真
っ
盛
り
の

晴
れ
た
日
の
夕
暮

れ
。
市
民
盆
踊
り

大
会
が
開
催
さ
れ
、

た
く
さ
ん
の
家
族

連
れ
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

　

地
域
に
根
ざ
し

た
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
今
年
で
41
回

目
を
迎
え
た
盆
踊
り
大
会
。
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
の

コ
ン
テ
ス
ト
で
は
、
笛
や
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
合
わ

せ
、
よ
ち
よ
ち
歩
き
の
ち
び
っ
子
か
ら
元
気
な
お

年
寄
り
ま
で
、
輪
に
な
っ
て
踊
る
た
く
さ
ん
の
人

た
ち
の
笑
顔
が
あ
り
ま
し
た
。

8 月 5 日　夏の定番行事！いしおか
　　イベント広場で市民盆踊りを開催

　

毎
年
８
月
15
日
、

真
家
地
区
の
新
盆

の
家
や
お
寺
の
境

内
で
行
わ
れ
る
真

家
み
た
ま
お
ど
り
。

　

こ
の
踊
り
は
約

８
０
０
年
前
に
こ

の
地
を
訪
れ
た
僧

侶
が
伝
え
た
と
い

わ
れ
て
お
り
、
先

祖
の
霊
を
供
養
す
る
た
め
の
踊
り
で
す
。

　

真
家
み
た
ま
お
ど
り
保
存
会
は
、
下
は
４
歳
、

上
は
77
歳
ま
で
の
会
員
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
い
に
く
の
雨
模
様
で
し
た
が
、
今
年
も
48
人
の

踊
り
手
に
よ
り
、無
事
踊
り
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

8 月 15 日　国選択無形民俗文化財
　　真家みたまおどりが行われました

▲降りしきる雨の中踊る保存会の皆さん

▲コンテスト開始を待つ笑顔の子どもたち

　

石
岡
商
業
高
校

で
は
、
授
業
の
一
環

と
し
て
、
商
品
開
発

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
ト
レ
タ

レ
ス
ト
ラ
ン
と
共

同
で
ラ
イ
ス
バ
ー

ガ
ー
を
開
発
し
、

19
・
20
日
に
店
頭
で

販
売
し
ま
し
た
。
こ

の
試
み
は
、
生
徒
た
ち
が
企
画
か
ら
販
売
ま
で
行

う
と
い
う
も
の
。
ト
レ
タ
の
シ
ェ
フ
に
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
て
は
作
り
直
し
、
や
っ
と
商
品
化
に
至

り
ま
し
た
。
当
日
は
、
多
く
の
お
客
様
で
賑
わ
い
、

生
徒
た
ち
の
笑
顔
も
輝
い
て
い
ま
し
た
。

▲商品開発した商業高校生と茂木シェフ

　

市
民
団
体
の
府

中
塾
主
催
で
行
わ

れ
た
「
第
１
回
ま

ち
あ
そ
び
」。
地
域

の
ふ
れ
あ
い
と
ま

ち
お
こ
し
を
目
的

に
お
よ
そ
１
２
０

人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
地
域

お
こ
し
協
力
隊
も
製
作
に
協
力
し
た
紙
芝
居
を
、

読
み
聞
か
せ
サ
ー
ク
ル
「
む
か
し
む
か
し
」
さ
ん

が
披
露
。
そ
の
他
、金
魚
す
く
い
や
輪
投
げ
な
ど
、

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
、

隔
月
で
開
催
し
て
い
く
予
定
と
の
こ
と
で
す
。

8 月 20 日　第 1 回石岡まちあそび
　あそびで地域とのつながりを深める

▲石岡に伝わる民話を紙芝居で披露

8 月 19・20 日　「トレタ」×「石岡商業」
地元食材のライスバーガーを開発！

　　　　　　　５　　　 広報いしおか 10 月１日号　№２８８

　
「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト

ル
」
と
は
、
発
表

者
が
好
き
な
本
を

５
分
間
で
紹
介
し
、

投
票
で
「
チ
ャ
ン

プ
本
」
を
決
定
す

る
と
い
う
大
会
で

す
。
一
般
・
高
齢
者
・

大
学
生
の
３
部
門

に
計
11
人
が
参
加

し
、
熱
い
舌
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

　

主
催
の
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
平
井
会
長
は
、

「
ビ
ブ
リ
オ
バ
ト
ル
を
通
し
て
読
書
を
奨
励
し
、
さ

ら
に
は
世
代
を
超
え
た
交
流
や
高
齢
者
の
社
会
参

加
を
目
指
し
て
行
き
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

▲初日の作業に参加した青年部の皆さん

８月 26 日　本の魅力を伝えたい！
　ビブリオバトル 2017 in 石岡を開催

▲高齢者の部で優勝した木村美也子さん



ふれあいあそび
輪投げ
ねんど

・申込開始／ 10 月 2日月午前 10 時から
・申込方法／各支援センターに直接申し込み
・定員／親子 80 組（先着）
・参加費／無料
---------------------------------------------------------------------
お願い
・靴を入れる袋に名前を書いて持って来てください。
・ゴミは各自お持ち帰りください。
----------------------------------------------------------------------
■問い合わせ
・泉ヶ丘地域子育て支援センター（泉ヶ丘保育園）☎ 23-6458
・Kid's Futaba（ふたば保育園）☎ 22-4060
・にこにこ（そとの保育園）☎ 26-3508
・ばらきの丘子育て支援センター（ひかり保育園）☎ 56-4211
・わかくさの森（わかくさ保育園）☎ 26-1270
・石岡市地域子育て支援センター（やさと中央保育所）☎ 44-8011

子育て　支援センター

ふれあいの里石岡
ひまわりの館　ふれあいホール

さかなつりゲーム
ボールプール

\キッズに人気 /
エアーランド 壁面・お昼寝

アート

　
「
子
ど
も
を
連
れ
て
遊
び
に
行

け
る
場
所
が
欲
し
い
」

　
「
育
児
の
こ
と
で
気
軽
に
相
談

で
き
る
人
が
い
た
ら
」

　
「
育
児
の
情
報
交
換
が
で
き
る

マ
マ
・
パ
パ
同
士
の
つ
な
が
り
が

欲
し
い
」

****************************

　

そ
ん
な
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
の

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
の
が
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
で
す

　

市
内
に
は
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
は
６
か
所
あ
り
、
各
保
育
園

に
併
設
さ
れ
て
い
ま
す
。
保
育
士

の
資
格
を
も
つ
支
援
セ
ン
タ
ー
の

ス
タ
ッ
フ
が
常
駐
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
６
か
所
の
支
援
セ
ン
タ
ー

が
一
同
に
介
し
、
親
子
で
楽
し
め

る
企
画
が
盛
り
だ
く
さ
ん
の
合
同

お
た
の
し
み
会
が
行
わ
れ
ま
す
。

（
要
予
約
）　

　

ま
だ
支
援
セ
ン
タ
ー
を
使
っ
た

こ
と
が
な
い
と
い
う
子
育
て
中
の

皆
さ
ん
。
こ
の
機
会
に
、
市
内
の

支
援
セ
ン
タ
ー
が
一
同
に
介
す
る

合
同
お
た
の
し
み
会
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か
？

　

み
ん
な
が
笑
顔
に
な
れ
る
企
画

を
た
く
さ
ん
用
意
し
て
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

第 3回　合同おたのしみ会要申込

バルーンアート
&体操

親子で楽しめる企画
盛りだくさん！

\ 石岡市子育て支援センター /

子
育
て
の
味
方
！

　石
岡
市
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

▲合同おたのしみ会には、支援センターの
スタッフに育児や保育園のことを相談でき
るコーナーもあるほか、市社会福祉協議会
で行っている子ども読書通帳の発行なども
行います。
-------------------------------------------------------
【子ども読書通帳とは？】
通帳は 0歳から発行できます。市内図書
館などで本を借りるとポイントがもらえ
て、貯まると図書カードと交換できます。
問市社会福祉協議会　☎ 22-2411

広報いしおか 10月１日号　№２８８　　　６　　　　　　　

10月26日木 午前 9時 30 分
　　     ～ 11 時 30 分

ふれあいあそびふれあいあそびふれあいあそびふれあいあそび



アナウンサーを体験しよう

▶元ニッポン放送のアナウンサーから放送
局での仕事内容を聞いたり、実際に CMな
どの原稿に挑戦する体験ができます。
日時／ 10 月 14 日土午後２時～４時
場所／中央図書館　３階読書室
対象／中学生・高校生（先着 20 人）
講師／那須恵理子氏（フリーアナウンサー）

▶石岡は都々一坊扇歌のおひざもと。七・
七・七・五のリズムに合わせて都々逸（俚
謡）を作ります。３月まで毎月実施。途中
月からでも参加可能です。
日時／10月24日火午後２時～３時30分（次
回は 11 月 24 日火）
場所／中央図書館３階読書室
講師／助川浩史氏（石岡市文化協会副会長）
対象／一般（先着 20 人）
※筆記用具とノートをご用意ください。

読み聞かせの技法講座

▶発声法・呼吸法の習得と会場設営の方法
を学びます。（主催：茨城県立図書館）

日時／ 11 月 23 日木午後１時～４時
場所／中央図書館　3階読書室
対象／読み聞かせのスキルアップを目指す
人（先着 40 人）
講師／澤則子氏（現在フリーアナウンサー・
元青森放送アナウンサー・常磐大学講師・
尚美学園大学講師）

10 月のおはなし会

✿プラチナポイント対象事業

都々逸を作りましょう

\10 月 1日申込開始 /\10 月 17 日申込開始 /

★おはなし玉手箱★７日土
★ひよこのおはなしかい★ 12 日木
★おはなし会★ 21 日土
※時間は午前 10 時 30 分から

中央図書館 こども図書館本の森 おはなしのへや

\10 月 1日申込開始 /

★おはなしフレンズ★ 14 日土午後２時 30 分
中央公民館

11
月
３
日
（
金
・
祝
）
は
、

　中
央
図
書
館
の
イ
ベ
ン
ト
へ
！

と
し
ょ
か
ん

　
　
　フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

日
に
ち
／
11
月
３
日
金

場
所
／
中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

対
象
／
幼
児
・
児
童
・
一
般

＊
＊
＊

❶
ブ
ッ
ク
カ
バ
ー
を
か
け
よ
う

▼
大
事
な
本
に
カ
バ
ー
（
フ
ィ
ル

ム
カ
バ
ー
）
を
か
け
ま
し
ょ
う
。

（
所
要
時
間
・
30
分
）

時
間
／
午
前
10
時
か
ら
・

　
　
　

午
前
11
時
か
ら

定
員
／
各
回
10
人
（
先
着
）

❷
し
お
り
を
つ
く
っ
て
み
よ
う

▼
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
し
お
り
を
作
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。（
所
要
時
間
・

30
分
程
度
）
※
出
入
り
自
由

時
間
／
午
前
10
時
〜
正
午

魔
女
お
ば
さ
ん
の

　
　
　
　
　

   

お
は
な
し
会

▼
つ
く
ば
の
森
か
ら
や
っ
て
き
た

魔
女
お
ば
さ
ん
の
フ
シ
ギ
な
お
は

な
し
の
後
は
、
は
さ
み
を
使
っ
て

楽
し
い
工
作
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
11
月
３
日
金
・
午
後
２
時

〜
３
時
30
分

場
所
／
中
央
図
書
館
３
階
読
書
室

対
象
／
幼
児
・
児
童
・
一
般

定
員
／
50
人
（
先
着
）

持
ち
物
／
は
さ
み
・
ク
レ
ヨ
ン
・

の
り
持
参

申
込
方
法
／
10
月
11
日
水
か
ら
図

書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
に
直
接
ま
た
は

電
話
で
申
し
込
み

　10 月 27 日～ 11 月９日は、
読書週間です。今年は「本に恋
する季節です !」がテーマ。
　中央図書館では、この読書週
間にあわせて、10・11 月は様々
な催しを行っています。この機
会に、図書館で新しい本に出
会ってみませんか？
■問い合わせ
　中央図書館☎ 24-1507

図書館10 月の中央図書館の休館日：2・9・10・16・23・26・30 日

赤ちゃんから大人まで大歓迎！

10・11 月　図書館イベント情報　　　　　　申し込みは中央図書館まで

申
込
不
要

申込不要

（俚謡）

　　　　　　　７　　　 広報いしおか 10月１日号　№２８８



◎
収
入
・
支
出
と
も
減
額
に
な
り
ま
し
た

　

当
初
予
算
額
は
、
３
０
９
億
円
で
し
た
が
、
繰
越
事

業
費
予
算
額
21
億
１
３
３
０
万
円
を
加
え
、
補
正
予

算
額
５
億
４
３
５
７
万
円
を
減
じ
て
、
予
算
総
額
は

３
２
４
億
６
９
７
３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
額
は
、
収
入
合
計
が
３
１
６
億
９
９
５
３
万
円
、
支
出

合
計
が
２
９
９
億
４
８
８
７
万
円 

で
し
た
。

　

平
成
27
年
度
決
算
と
比
べ
る
と
、
収
入
は
４
・
４
％
の
減
、

支
出
は
５
・
７
％
の
減
と
な
り
ま
し
た
。
減
額
に
な
っ
た
主
な

理
由
と
し
て
以
下
の
項
目
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

収
入
…
繰
入
金
の
減（
そ
の
他
）、補
助
金
の
減（
国
庫
支
出
金
）

支
出
…
石
岡
駅
周
辺
整
備
事
業
費
の
減
（
土
木
費
）、
学
校

施
設
耐
震
化
事
業
費
の
減
（
教
育
費
）

　

収
入
か
ら
支
出
を
差
し
引
い
た
額
17
億
５
０
６
６
万
円

は
、
平
成
29
年
度
へ
繰
り
越
し
と
な
り
ま
す
。

平
成
29
年
８
月
１
日 

石
岡
市
告
示 

第
３
７
３
号 

財
政
事
情
書

石
岡
市
の

分　

類

説　

明

市
税

市
民
税
や
固
定
資
産
税
な
ど
、
私
た
ち
が
市
に

納
め
る
税

地
方
交
付
税
国
税
の
う
ち
、
一
定
の
基
準
に
基
づ
き
市
に
配
分

さ
れ
る
税

国
庫
支
出
金
国
か
ら
特
定
の
事
務
事
業
の
た
め
に
交
付
さ
れ

る
補
助
金
や
委
託
金
な
ど

市
債

公
共
施
設
の
整
備
な
ど
に
あ
て
る
た
め
の
借
入

金

県
支
出
金

県
か
ら
特
定
の
事
務
事
業
の
た
め
に
交
付
さ
れ

る
補
助
金
や
委
託
金
な
ど

繰
越
金

平
成
27
年
度
か
ら
の
繰
越
金

地
方
消
費
税

　
　

交
付
金

地
方
消
費
税
の
う
ち
、
基
準
に
基
づ
き
市
に
配

分
さ
れ
る
も
の

諸
収
入

市
預
金
利
子
や
貸
付
金
元
利
収
入
、
雑
入
な
ど

そ
の
他

地
方
譲
与
税
、
繰
入
金
、
寄
附
金
、
分
担
金
お

よ
び
負
担
金
な
ど

分　

類

説　

明

民
生
費

福
祉
（
障
が
い
者
、
高
齢
者
、
児
童
な
ど
）
事

業
や
生
活
保
護
な
ど
に
か
か
る
経
費

土
木
費

道
路
や
公
園
、
市
営
住
宅
の
建
設
や
維
持
管
理

な
ど
に
か
か
る
経
費

総
務
費

市
役
所
の
庁
舎
管
理
や
市
税
の
賦
課
徴
収
、
選

挙
な
ど
に
か
か
る
経
費

公
債
費

市
債
（
借
入
金
）
の
返
済
に
か
か
る
経
費

教
育
費

小
中
学
校
や
幼
稚
園
、
図
書
館
、
文
化
振
興
な

ど
に
か
か
る
経
費

衛
生
費

医
療
や
環
境
対
策
、
ご
み
処
理
な
ど
に
か
か
る

経
費

消
防
費

消
防
、
防
災
や
救
急
活
動
、
消
防
団
な
ど
に
か
か

る
経
費

農
林
水
産
業
費
農
林
水
産
業
の
振
興
な
ど
に
か
か
る
経
費

そ
の
他

議
会
費
、
商
工
費
、
諸
支
出
金
な
ど

平
成 

28
年
度 

一
般
会
計
決
算
の
見
込
み

支　

出

収　

入

　

財
政
事
情
書
は
市
の
家
計
簿
で
、年
２
回
「
広
報
い
し
お
か
」

に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
平
成
28
年
度
決
算
の
見
込
み
と
、
平
成
29
年
度
の

６
月
30
日
現
在
ま
で
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

家
計
簿

316億
9,953 万円

市税
98 億 3,973 万円

31.0％

地方交付税
74 億 3,678 万円

23.5％

国庫支出金
44 億 8,606 万円
14.2％

市債
27 億 3,890 万円
8.6％

県支出金
18 億 9,336 万円

6.0％

繰越金
13 億 9,345 万円

4.4％

3.7％

地方消費税交付金
11 億 6,887 万円

諸収入
6億 7,045 万円

2.1％

その他
20 億 7,193 万円

6.5％

299億
4,887 万円

民生費
106 億 9,120 万円

35.7％

土木費
42 億 6,979 万円

14.3％32 億 1,832 万円
10.7％

公債費

教育費

28 億 9,860 万円
9.7％

総務費

23 億 7,590 万円
7.9％

衛生費
19 億 1,225 万円

6.4％

消防費
13 億 4,256 万円

4.5％

農林水産業費
10 億 5,825 万円

3.5％

その他
21 億 8,200 万円

7.3％

広報いしおか 10月１日号　№２８８　　　８　　　　　　　



■
特
別
会
計
と
は

　　

国
民
健
康
保
険
や
下
水
道
事
業

な
ど
の
よ
う
に
、
保
険
料
や
使
用

料
な
ど
の
特
定
の
収
入
で
運
営
す

る
事
業
に
つ
い
て
、
そ
の
事
業
に

か
か
る
お
金
の
流
れ
を
分
か
り
や

す
く
す
る
た
め
に
、
一
般
会
計
と

は
別
に
設
け
ら
れ
た
会
計
区
分
の

こ
と
で
す
。

　

市
に
は
、
９
つ
の
特
別
会
計
が

あ
り
、
各
会
計
の
平
成
28
年
度
決

算
見
込
み
は
下
表
の
と
お
り
で

す
。

※それぞれの額には、前年度から繰り越された繰越額を含みます。

特別会計名 予算総額 収入合計 支出合計 収入支出差引額
（予算に対する割合％） （予算に対する割合％） （翌年度に繰越）

国民健康保険 106億

9,698万円

100億

5,719万円    
94.0%

96億

7,675万円
90.5% 3億 8,044万円

簡易水道事業
1億 2,438万円 1億 328万円 83.0% 1億 328万円 83.0% 0

下水道事業 25億

1,695万円

23億

5,718万円
93.7%

23億

2,197万円
92.3% 3,521万円

駐車場
2,786万円 2,869万円 103.0% 2,728万円 97.9% 141万円

農業集落排水事業
3億 2,165万円 3億 1,499万円 97.9% 3億 1,283万円 97.3% 216万円

霊園事業
2,104万円 2,199万円 104.5% 1,845万円 87.7% 354万円

介護保険 71億

7,089万円
69億 649万円 96.3%

65億

5,358万円
91.4% 3億 5,291万円

介護サービス事業
2億 9,468万円 2億 4,931万円 84.6% 2億 4,931万円 84.6% 0

後期高齢者医療
7億 5,434万円 7億 3,862万円 97.9% 7億 3,699万円 97.7% 163万円

合　　計
219億

2,877万円

207億

7,774万円
94.8% 200億 44万円 91.2% 7億 7,730万円

国民健康保険税の徴収や保険給付などに
かかる特別会計

三村地区の簡易水道施設の管理運営にか
かる特別会計

下水道施設の整備や管理運営にかかる
特別会計

市営駐車場の管理運営にかかる特別会計

農業集落排水施設の整備や管理運営にか
かる特別会計

市営霊園の管理運営にかかる特別会計

介護保険料の徴収や介護保険給付などに
かかる特別会計

特別養護老人ホーム「のぞみ」の指定管理
や介護サービスなどにかかる特別会計

後期高齢者医療保険料の徴収や後期高齢
者医療広域連合納付金にかかる特別会計

企業会計名
予算総額 決算見込額

（予算に対する割合％）水道事業（八郷地区の水道施
設の管理運営にかかる特別会計）

収益的収入

および支出

収入 6億128万円 6億 509万円 100.6%

支出 5億1,704万円 4億 8,405万円 93.6%

資本的収入

および支出

収入 3億3,743万円 1億 6,146万円 47.8%

支出 4億939万円 2億 6,832万円 65.5%

■
企
業
会
計
と
は

　

民
間
企
業
と
同
じ
よ
う
に
、
使

用
料
な
ど
の
収
入
に
よ
っ
て
収
益

を
上
げ
、
そ
の
収
益
に
よ
り
運
営

を
行
う
会
計
区
分
の
こ
と
で
す
。

市
で
は
、
水
道
事
業
に
の
み
導
入

し
て
お
り
、
管
理
・
運
営
に
か
か

る
収
益
的
収
支
と
、施
設
の
整
備
・

改
修
に
か
か
る
資
本
的
収
支
に
分

か
れ
て
い
ま
す
。

財政事情書

平
成
28
年
度

特
別
会
計
決
算
の
見
込
み

※簡易水道事業特別会計は、湖北水道企業団との事業統合により、平成28年 9月 30日で廃止となりました。

■
企
業
会
計
と
は

■
企
業
会
計
と
は

平
成
28
年
度

企
業
会
計
決
算
の
見
込
み

　　　　　　　９　　　 広報いしおか 10月１日号　№２８８



会計名 予算総額
4月～ 6月
収入合計

（予算に対する割合％）

4月～ 6月
支出合計

（予算に対する割合％）

4月～6月
支出負担行為額

（予算に対する割合％）

一般会計 336億 5,836万円 103億 2,261万円 30.7% 55億 5,347万円 16.5% 105億 9,879万円 31.5%

国民健康保険 105億 8,612万円 16億 7,112万円 15.8% 16億 8,367万円 15.9% 32億 4,166万円 30.6%

下水道事業 24億 6,923万円 1億     207万円 4.1% 1億    386万円 4.2% 4億 9,222万円 19.9%

駐車場  2,568万円 795万円 31.0% 68万円 2.6% 278万円 10.8%

農業集落排水事業 3億 3,147万円 875万円 2.6% 1,454万円 4.4% 5,069万円 15.3%

霊園事業 1,858万円 943万円 50.8% 114万円 6.1% 721万円 38.8%

介護保険 72億 1,270万円 13億 4,066万円 18.6% 10億 5,466万円 14.6% 10億 7,660万円 14.9%

介護サービス事業 3億 2,374万円 2,338万円 7.2% 7,262万円 22.4% 2億 8,448万円 87.9%

後期高齢者医療 7億 7,260万円 6,791万円 8.8% 6,746万円 8.7% 6,754万円 8.7%

合　　計 553億 9,848万円 135億 5,388万円 24.5% 85億 5,210万円 15.4% 158億 2,197万円 28.6%

水道事業 予算総額
4月～ 6月
収入合計

（予算に対する割合％）

収益的収入
および支出

収入 5億 9,316万円 8,159万円 13.8%

支出 5億 5,688万円 4,730万円 8.5%

資本的収入
および支出

収入 2億       38 万円 0 0.0%

支出 3億 1,438万円 903万円 2.9%

平成 29年度
一般会計・特別会計予算執行状況

※それぞれの額には、前年度から繰り越された繰越額を含みます。
※支出負担行為額とは、支出の原因となるべき契約その他の行為によって発生した金額のことで、契約金額などの
支払予定額を意味します。

  

市
が
所
有
し
て
い
る
資
産

　
　
　
　
　
　
（
６
月
30
日
現
在
）

今年 4月 1日にオープンした
こども図書館「本の森」

※簡易水道事業特別会計は、湖北水道企業団との事業統合により、平成 28年 9月 30日で廃止となりました。

平成 29年度水道事業予算執行状況

平
成
28
年
度
の

　
　
　

主
な
実
施
事
業

工事が進む新庁舎建設事業

※完成予想図

広報いしおか 10月１日号　№２８８　　１０　　　　　　　



市
債
と
は
…

　

家
計
に
例
え
る
と
、
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
長
期
借
入
金

と
同
じ
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

主
に
道
路
の
整
備
や
学
校
の
建
設
な
ど
大
型
施
設
を
建

設
・
整
備
す
る
と
き
に
利
用
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
資
産
は
、
多
額
の
建
設
費
用
が
か
か
り
ま
す

が
、
数
十
年
に
わ
た
り
世
代
を
超
え
て
長
く
市
民
の
皆
さ

ん
に
利
用
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、
現
在
利
用
し
て
い
る
人

だ
け
で
な
く
、
次
の
世
代
に
も
公
平
に
費
用
を
負
担
し
て

い
た
だ
く
と
い
う
意
味
で
借
り
入
れ
を
し
、
長
期
間
に
わ

た
り
計
画
的
に
返
済
し
て
い
ま
す
。

◎
市
債
残
高
は
減
少
し
ま
し
た

　

市
債
の
現
在
高
は
、
１
年
前
よ
り
18
億
３
１
４
６
万
円

減
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、
下
水
道
事
業
な
ど
の
残
高
が

減
少
し
た
た
め
で
す
。

　

平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
と
特
別
会
計
を
合
わ
せ
た
市

債
の
借
入
額
は
30
億
７
７
８
０
万
円
で
し
た
。

財
産
と
は
…

　

家
計
に
例
え
る
と
、貯
金
や
持
ち
家
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。

　

基
金
は
、将
来
の
た
め
に
蓄
え
て
お
く
預
貯
金
の
こ
と
で
、

必
要
に
応
じ
て
取
り
崩
し
て
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

市
が
所
有
し
て
い
る
土
地
・
建
物
は
、
市
役
所
庁
舎
・
小

中
学
校
・
公
民
館
な
ど
で
す
。

◎
市
の
財
産

　

市
が
所
有
し
て
い
る
資
産
は
、
１
年
前
と
比
較
す
る
と
、

土
地
は
、
売
買
な
ど
に
よ
り
面
積
が
減
少
し
て
い
ま
す
。
建

物
も
、
市
役
所
庁
舎
の
解
体
な
ど
に
よ
り
面
積
が
減
少
し
て

い
ま
す
。

　

基
金
は
、
新
庁
舎
建
設
に
伴
う
庁
舎
整
備
基
金
の
積
立
な

ど
に
よ
り
増
加
し
て
い
ま
す
。

土地
　  204万8993.15平方㍍ 
（205万　651.08平方㍍）

建物
　　 26万9713.84平方㍍
（28万　633.50平方㍍）

基金
　　　　118億8,863万円

（107億3,329万円）

有価証券・出資金など
　　　　　  4億　336万円
　　　　　  （4億　136万円）

会計名 金額

一般会計 　　299億1,579万円
　　（298億1,039万円）

うち石岡駅東土地区画整理事業 　　　　　3,639万円
　　　　　（4,815万円）

下水道事業 　　152億5,241万円
　　　（159億613万円）

農業集落排水事業 　　　23億2,212万円
　　　（24億6,905万円）

簡易水道事業 　　　　　　　　－　
　　　（10億2,460万円）

介護サービス事業 　　　　　1,100万円
　　　　　（1,100万円）

水道事業 　　　14億7,201万円
　　　（15億8,362万円）

合　　計 　　　489億 7,333万円
　　　（508億　479万円）

※（  ）内は１年前の残高です。

※（  ）内は１年前の残高です。

資　

産

　土地 26.85平方㍍　
（26.56平方㍍）　

　建物 3.53平方㍍　
（3.64平方㍍）　

　基金 15万5,763円　
（13万9,027円）　

　有価証券
　出資金
　出捐金
　寄託金

　　 5,285円　
　　 （5,199円）　

負 

債 　市債 64万1,642円　
（65万8,068円）　

※数値は、市の人口７万6,325人（平成
29年６月30日現在）で算出しています。
※（  ）内の数字は、1年前のものです。

今年1月に完成した
ウォーキングコース（八郷運動公園）

財政事情書

市民一人当たりの資産・負債

  

市
が
所
有
し
て
い
る
資
産

　
　
　
　
　
　
（
６
月
30
日
現
在
）

財　

産

市
　
債  

市
が
借
り
て
い
る
お
金

　
　
　
　
（
６
月
30
日
現
在
）

■問い合わせ
　財政課
　☎ 23-1111
　　（内線 234）

　　　　　　　１１　　 広報いしおか 10月１日号　№２８８



市役所への問い合わせは…
1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
石岡市公式ホームページ
　 http://www.city.ishioka.lg.jp/
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

イ

ベ

ン

ト

参
加
無
料
！
茨
城
県
畜
産

セ
ン
タ
ー
公
開
デ
ー

▼
ミ
ニ
講
座
や
ふ
れ
あ
い
牧
場
、

　

バ
タ
ー
づ
く
り
、
農
畜
産
物
の

　

販
売
等
を
行
い
ま
す
。

日
時
／
10
月
21
日
土　

雨
天
決
行

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

場
所
／
茨
城
県
畜
産
セ
ン
タ
ー

　
（
根
小
屋
１
２
３
４
）

問
茨
城
県
畜
産
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
３
・
３
３
３
３

児
童
虐
待
防
止
を
呼
び
か
け
る

オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン

リ
レ
ー
ラ
ン
ナ
ー
募
集

▼
11
月
は
児
童
虐
待
防
止
月
間
。
啓

　

発
活
動
の
一
環
と
し
て
、
県
庁
を

　

目
指
す
リ
レ
ー
を
各
地
で
実
施
。

　

活
動
の
趣
旨
に
賛
同
す
る
啓
発
ラ

　

ン
ナ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
２
日
木

　

午
前
10
時
～
午
後
２
時

資
格
／
２
km
を
完
走
で
き
る
人

定
員
／
20
人
（
先
着
順
）

申
込
期
限
／
10
月
23
日
月

申
込
方
法
／
こ
ど
も
福
祉
課
へ
直

　

接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

※
参
加
者
に
オ
リ
ジ
ナ
ル
Ｔ
シ
ャ

　

ツ
を
配
布
し
ま
す
。

問
1
こ
ど
も
福
祉
課
（
内
線
１
６
３
）

障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会

▼
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
障
が
い
者
の

　

体
力
増
進
、
社
会
参
加
意
欲
の

　

向
上
と
、
地
域
の
理
解
と
協
調

　

を
深
め
る
た
め
の
大
会
で
す
。

　

当
日
は
バ
ザ
ー
も
行
い
ま
す
。

日
時
／
10
月
７
日
土
午
前
９
時
30

　

分
か
ら
（
雨
天
決
行
）

場
所
／
石
岡
運
動
公
園
体
育
館

問
1
社
会
福
祉
課
（
内
線
１
５
７
）

障
が
い
児
（
者
）
野
外
研
修

り
ん
ご
狩
り
参
加
者
募
集

日
に
ち
／
11
月
18
日
土

集
合
場
所
／
石
岡
イ
ベ
ン
ト
広
場

　

ま
た
は
農
村
高
齢
者
セ
ン
タ
ー

行
き
先
／
大
子
町
方
面
（
雨
天
時

　

は
県
自
然
博
物
館
）

対
象
／
市
内
在
住
の
在
宅
者
で
、

　

身
体
障
害
者
手
帳
・
療
育
手
帳

　

所
持
者
と
そ
の
家
族

参
加
費
／
無
料

定
員
／
80
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
10
月
６
日
金
～
20
日

　

金
の
間
に
電
話
で
申
し
込
み

問
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

☎
２
２
・
２
４
１
１

第
58
回

石
岡
市
美
術
展
作
品
募
集

申
込
期
間
／
10
月
16
日
月

　
　
　
　

～
27
日
金
※
消
印
有
効

対
象
／
高
校
生
以
上
の
市
内
在
住

　

・
出
身
・
通
勤
通
学
者
お
よ
び

　

主
催
者
が
認
め
た
者

申
込
方
法
／
「
出
品
申
込
書
」
に

　

必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、
文

　

化
振
興
課
ま
た
は
市
民
課
の
窓

　

口
に
持
参
。
郵
送
可

問
2
文
化
振
興
課

　
（
内
線
１
３
２
２
）

国
保
税
の
納
付
は

便
利
な
口
座
振
替
を

▼
国
民
健
康
保
険
税
は
口
座
振
替

　

で
納
付
で
き
ま
す
。

　

口
座
振
替
は
、
納
期
ご
と
に
自

　

動
で
預
貯
金
口
座
か
ら
納
付
す

　

る
制
度
で
す
。
納
め
忘
れ
防
止

　

と
な
り
、
金
融
機
関
へ
出
向
く

　

必
要
も
あ
り
ま
せ
ん
。

申
込
方
法
／
預
貯
金
通
帳
と
そ
の

　

届
出
印
、
国
保
税
の
納
税
通
知

　

書
を
持
参
の
う
え
、
市
内
の
金

　

融
機
関
で
申
し
込
み

問
1
保
険
年
金
課
（
内
線
１
３
５
）

情報ネットワーク

市内の月間交通事故件数【８/31 現在】
・発生件数　　　17 件　（  -7）
・死 者 数　　　1 人　（  +1）
・負傷者数　　    20 人　（  -13）
・物損事故　　 156 件   （  -16）
※（　）内は前年比
■問い合わせ
石岡警察署 交通課　☎ 28‒0110

募

集

お

知

ら

せ

広報いしおか 10 月１日号　№２８８　　１２　　　　　　　
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平
成
29
年
就
業
構
造
基
本
調
査

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
の

締
切
は
10
月
９
日
月
で
す

▼
総
務
省
統
計
局
で
は
、
国
民
の

　

就
業
実
態
調
査
の
た
め
10
月
１

　

日
現
在
で
就
業
構
造
基
本
調
査

　

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

　

か
ら
回
答
が
可
能
で
す
。な
お
、

　

紙
の
調
査
票
で
も
回
答
で
き
ま

　

す
。
担
当
の
統
計
調
査
員
へ
ご

　

連
絡
く
だ
さ
い
。

問
1
政
策
企
画
課
（
内
線
２
２
６
）

ひまわりの館の入浴施設が
70歳以上で無料利用できます！
　
▶敬老のお祝いとして、「ふれあいの里石岡　
　ひまわりの館」の入浴施設が無料で利用でき
　ます。浴室は露天風呂・サウナ・ジャグジー
　など施設が充実。ぜひご利用ください。
対象／市内に住民登録のある 70 歳以上の人
※年齢・ご住所が確認できるもの（運転免許証、
　健康保険証など）を必ずお持ちください。
利用回数・期間／１人１回限り。9 月 15 日～
　平成 30 年 2 月 28 日（休館日を除く）
休館日／毎週月曜日（月曜日が祝日の場合は翌
　日）および年末年始
問 1 高齢福祉課（内線 153）
　☞入浴施設に関しては
　　ふれあいの里石岡 ひまわりの館
　　☎ 35-1126（月曜休館）

不
動
産
公
売
の
お
知
ら
せ

▼
入
札
参
加
資
格
を
満
た
せ
ば
、

　

ど
な
た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日
時
／
11
月
14
日
火

　
　
　

午
後
１
時
30
分
受
付

場
所
／
石
岡
市
役
所
大
会
議
室

公
売
不
動
産

①
土
地　

石
岡
市
石
川
地
区
内　

　

畑　

１
９
２
３
㎡

　

見
積
価
額　

39
万
円

　
（
公
売
保
証
金　

４
万
円
）

②
土
地　

石
岡
市
小
見
地
区
内　

　

田　

１
５
０
３
㎡

　

田　

４
２
３
㎡

　

見
積
価
額　

47
万
円

　
（
公
売
保
証
金　

５
万
円
）

③
土
地　

石
岡
市
大
塚
地
区
内　

　

田　

２
０
２
７
㎡

　

見
積
価
額　

46
万
円

　
（
公
売
保
証
金　

５
万
円
）

④
土
地　

石
岡
市
大
塚
地
区
内　

　

田　

６
２
３
㎡

　

見
積
価
額　

15
万
円

　
（
公
売
保
証
金　

２
万
円
）

参
加
条
件
／
農
地
な
の
で
市
農
業

　

委
員
会
発
行
の
「
買
受
適
格
証

　

明
書
」
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

※
中
止
に
な
る
場
合
あ
り

問
1
収
納
対
策
課（
内
線
１
１
２
）

園
芸
作
物
生
産
拡
大
施
設

整
備
支
援
事
業

対
象
／
市
内
在
住
で
市
内
の
直
売

　

所
な
ど
へ
出
荷
す
る
園
芸
作
物

　

を
生
産
し
、
次
の
い
ず
れ
か
に

　

該
当
す
る
人

①
定
年
退
職
な
ど
に
よ
り
新
た
に

　

就
農
す
る
65
歳
未
満
の
人

②
就
農
し
て
か
ら
５
年
未
満
か
つ

　

45
歳
未
満
の
人

③
新
た
な
園
芸
作
物
の
栽
培
ま
た
は

　

生
産
規
模
拡
大
に
取
り
組
む
人

対
象
経
費
／
パ
イ
プ
ハ
ウ
ス
設
置

　

に
要
す
る
費
用
（
か
ん
水
施
設

　

を
設
置
す
る
場
合
は
そ
の
費
用

　

を
含
む
）

補
助
額
／
補
助
対
象
経
費
の
３
分

　

の
１
以
内
（
上
限
20
万
円
）

※
か
ん
水
施
設
も
実
施
す
る
場
合

　

は
、
上
限
30
万
円

申
込
期
限
／
10
月
31
日
火

問
2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
２
）
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市役所への
　　　問い合わせは…
1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

紙
お
む
つ
購
入
助
成
の
申
請

▼
高
齢
者
の
紙
お
む
つ
を
購
入
し

　

た
費
用
の
一
部
を
助
成
し
て
い

　

ま
す
。
今
回
は
平
成
29
年
７
～

　

９
月
購
入
分
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
期
限
／
10
月
10
日
火

対
象
／
市
内
在
住
で
、
次
の
項
目

　

を
す
べ
て
満
た
す
人

・
自
宅
ま
た
は
介
護
保
険
で
在
宅

　

扱
い
の
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ケ

　

ア
ハ
ウ
ス
で
生
活
し
、
日
常
生

　

活
に
お
い
て
紙
お
む
つ
が
必
要

　

な
状
態
の
人

・
介
護
保
険
で
要
介
護
１
か
ら
５

　

ま
で
に
認
定
さ
れ
て
い
る
人

・
非
課
税
世
帯
の
人

対
象
商
品
／
紙
お
む
つ
・
尿
と
り

　

パ
ッ
ド
・
リ
ハ
ビ
リ
パ
ン
ツ

助
成
額
／
月
３
２
０
０
円
を
上
限

申
請
方
法
／
次
の
①
～
③
を
高
齢

　

福
祉
課
ま
た
は
市
民
窓
口
課
へ

　

持
参

①
購
入
し
た
品
目
が
記
載
さ
れ
た

　

レ
シ
ー
ト
ま
た
は
領
収
書

②
対
象
者
ま
た
は
介
護
者
の
振
込

　

先
口
座
番
号
が
わ
か
る
も
の

③
認
め
印

問
1
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
５
３
）

八
郷
地
区
・
使
用
済
み
農
業

用
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
回
収

▼
回
収
に
は
事
前
予
約
が
必
要
で

　

す
。

日
時
／
10
月
25
日
水
・
26
日
木

　

午
前
９
時
～
正
午
、
午
後
１
時

　

～
４
時
（
受
付
は
午
前
・
午
後

　

と
も
終
了
30
分
前
）

場
所
／
八
郷
総
合
支
所
駐
車
場

申
込
期
間
／

　

９
月
25
日
月
～
10
月
20
日
金

負
担
金
額
／

　

農
業
用
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
10
㎏
に

　

つ
き
２
７
１
円

※
軽
ト
ラ
ッ
ク
１
台
で
約
９
５
０
０

　

円
、
年
会
費
一
律
１
０
０
０
円

問
2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
３
）

10
月
は
飼
い
主
マ
ナ
ー

向
上
推
進
月
間
で
す

▼
あ
な
た
の
愛
犬
・
愛
猫
は
近
所

　

に
迷
惑
を
か
け
て
い
ま
せ
ん
か
。

　
「
ふ
ん
・
尿
」
は
悪
臭
や
ハ
エ

　

の
発
生
原
因
に
な
り
ま
す
。
近

　

隣
や
公
共
の
場
所
を
汚
さ
な
い

　

よ
う
、し
つ
け
を
し
ま
し
ょ
う
。

　

散
歩
中
に
手
が
届
く
範
囲
以
上

　

に
リ
ー
ド
を
伸
ば
す
と
、
犬
猫

　

が
公
道
か
ら
近
隣
の
土
地
に
踏

　

み
入
り
「
ふ
ん
」
を
し
て
し
ま

　

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
飼
い
主

情報ネットワーク

お

知

ら

せ

土
地
取
引
の
後
に
は
届
出
を

▼
10
月
は
、
土
地
に
関
す
る
普
及

　

啓
発
活
動
を
行
う
「
土
地
月
間
」

　

で
す
。
一
定
面
積
以
上
の
土
地

　

取
引
を
行
う
と
、
届
出
が
必
要

　

と
な
り
ま
す
。

届
出
が
必
要
な
面
積

・
市
街
化
区
域　

２
０
０
０
㎡
以
上

・
市
街
化
区
域
以
外
の
都
市
計
画

　

区
域　

５
０
０
０
㎡
以
上

・
そ
れ
以
外
の
区
域　

１
万
㎡
以
上

届
出
が
必
要
な
取
引

　

売
買
、
交
換
、
共
有
物
持
分
の
譲

　

渡
、
一
時
金
を
伴
う
地
上
権
、
賃

　

借
権
の
譲
渡
ま
た
は
設
定
な
ど

届
出
期
限
／

　

契
約
締
結
日
か
ら
２
週
間
以
内

※
詳
し
く
は
市
Ｈ
Ｐ
ま
た
は
お
問

　

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
1
政
策
企
画
課
（
内
線
２
２
６
）

　

は
常
に
注
意
し
「
ふ
ん
」
は
、

　

責
任
を
持
っ
て
必
ず
持
ち
帰
り

　

ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
犬
猫
の
放

　

し
飼
い
は
絶
対
に
や
め
ま
し
ょ

　

う
。犬
は
必
ず
リ
ー
ド
に
繋
ぎ
、

　

猫
は
屋
内
で
の
飼
育
を
心
が
け

　

ま
し
ょ
う
。

問
1
生
活
環
境
課
（
内
線
１
６
９
）

学
生
の
皆
さ
ん
へ
！
就
職

面
接
会
を
開
催
し
ま
す

▼
県
内
企
業
を
集
め
た
「
大
好
き

　

い
ば
ら
き
就
職
面
接
会
」
を
開

　

催
し
ま
す
。
事
前
申
込
不
要
。

日
時
／
10
月
16
日
月

　

午
前
の
部　

午
前
10
時
～
正
午

　

午
後
の
部　

午
後
１
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　

～
３
時
30
分

場
所
／
ホ
テ
ル
マ
ロ
ウ
ド
筑
波

対
象
／
平
成
30
年
３
月
卒
業
予
定

　

者
（
高
校
除
く
）
お
よ
び
既
卒

　

未
就
職
者
（
お
お
む
ね
卒
業
後

　

３
年
以
内
）

参
加
費
／
無
料

問
茨
城
県
労
働
政
策
課

　

☎
０
２
９
・
３
１
０
・
３
６
４
５
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婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー
in
坂
東

▼
総
勢
60
人
で
新
た
な
出
会
い
を

　

見
つ
け
ま
せ
ん
か
？

日
時
／
10
月
29
日
㊐
午
前
10
時
30
分

場
所
／
ホ
テ
ル
グ
リ
ー
ン
コ
ア
坂
東

　
（
坂
東
市
岩
井
３
３
１
５
‐
５
）

※
い
し
お
か
イ
ベ
ン
ト
広
場
か
ら

　

バ
ス
送
迎
あ
り

第
１
部　

講
演　

小
川
喜
代
子
氏

　
　
（
坂
東
市
結
婚
相
談
推
進
員
）

第
２
部　

婚
活
パ
ー
テ
ィ
ー

対
象
／
45
歳
ま
で
の
独
身
男
女　

　
（
男
性
は
石
岡
市
・
小
美
玉
市

　

在
住
者
の
み
）

定
員
／
独
身
の
男
女
各
15
人
（
超

　

過
時
抽
選
）

参
加
費
／
男
性
４
０
０
０
円　

　
　
　
　

女
性
２
０
０
０
円

申
込
期
限
／
10
月
16
日
月

申
込
方
法
／
窓
口
・
電
話
・
℻
・
メ
ー

　

ル
の
い
ず
れ
か
で
、
氏
名
・
性
別
・

　

年
齢
・
住
所
・
電
話
番
号
・
休
日

　

の
過
ご
し
方
を
添
え
申
し
込
み

※
倫
理
・
マ
ナ
ー
違
反
の
申
し
込

　

み
は
固
く
お
断
り
し
ま
す
。

問
1
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

　
　
（
内
線
１
４
１
）

　

℻
２
３
・
２
２
２
５

八
郷
地
区
対
象

家
庭
用
蛍
光
灯
の
拠
点
回

収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

▼
「
不
燃
ご
み
」
の
日
に
出
す
こ
と

　

も
で
き
ま
す
が
、
環
境
保
護
と

　

資
源
リ
サ
イ
ク
ル
の
た
め
、
拠

　

点
回
収
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

対
象
／
蛍
光
灯
・
水
銀
体
温
計
・

　

水
銀
血
圧
計

※
割
れ
た
蛍
光
灯
は「
不
燃
ご
み
」

　

の
日
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

場
所
／
八
郷
総
合
支
所
・
恋
瀬
地

　

区
公
民
館
・
園
部
地
区
コ
ミ
ュ

　

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

※
回
収
は
家
庭
で
使
用
し
た
も
の

　

に
限
り
ま
す
。
事
業
所
の
も
の

　

は
産
業
廃
棄
物
と
し
て
適
正
に

　

処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

問 

2
総
務
課
（
内
線
１
３
３
５
）

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う

▼「
煙
で
窓
が
開
け
ら
れ
な
い
」「
洗

　

濯
物
が
干
せ
な
い
」「
体
調
の
悪

　

い
人
が
い
る
の
で
困
る
」
な
ど

　

の
苦
情
が
毎
年
多
く
寄
せ
ら
れ

　

て
い
ま
す
。

　

野
焼
き
は
法
律
に
よ
り
原
則
禁

　

止
で
す
。
農
林
漁
業
な
ど
、
や

　

む
を
得
な
い
焼
却
は
例
外
的
に

　

認
め
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
苦
情

　

が
入
っ
た
場
合
は
指
導
の
対
象

　

と
な
り
ま
す
。
落
ち
葉
は
袋
に

　

入
れ
て
集
積
所
に
出
す
か
、
堆

　

肥
と
し
て
再
利
用
を
お
願
い
し

　

ま
す
。
ビ
ニ
ー
ル
袋
や
プ
ラ
ス

　

チ
ッ
ク
製
品
の
焼
却
は
、
ダ
イ

　

オ
キ
シ
ン
発
生
の
原
因
と
な
り

　

ま
す
。絶
対
に
や
め
ま
し
ょ
う
。

問
1
生
活
環
境
課
（
内
線
１
４
４
）

消
費
税
の

軽
減
税
率
制
度
説
明
会

▼
平
成
31
年
10
月
か
ら
の
消
費
税
率

　

10
％
へ
の
引
き
上
げ
と
同
時
に
実

　

施
さ
れ
る
も
の
で
、
多
く
の
事
業

　

者
が
対
象
と
な
る
制
度
で
す
。

土
浦
会
場
（
要
事
前
予
約
）

日
時
／
10
月
20
日
金

　

午
前
の
部　

午
前
10
時
～
11
時

　

午
後
の
部　

午
後
２
時
～
３
時

※
ど
ち
ら
も
定
員
60
人
程
度

場
所
／
土
浦
税
務
署
第
二
会
議
室

　
（
土
浦
市
城
北
町
４
番
15
号
）

つ
く
ば
会
場
（
予
約
不
要
）

日
時
／
10
月
27
日
金

　

午
前
の
部　

午
前
11
時
～
正
午

　

午
後
の
部　

午
後
２
時
～
３
時

場
所
／
つ
く
ば
市
役
所
２
階
２
０
２

　

会
議
室
（
つ
く
ば
市
研
究
学
園

　

一
丁
目
１
番
地
１
）

問
土
浦
税
務
署

　

☎
０
２
９
・
８
２
２
・
１
１
０
０

弾道ミサイル発射・落下時…
　　　速やかな避難行動を！

▶弾道ミサイルは、発射から 10 分もしないで
　到達する可能性があります。
　ミサイルが日本に落下する可能性がある場合
　Ｊアラートを活用して、防災行政無線で特別
　なサイレン音とともにメッセージを流し、緊
　急速報メールなどにより緊急情報をお知らせ
　します。

屋 外 に
いる場合
建 物 が
ない場合
屋 内 に
いる場合

できる限り頑丈な建物や
地下に避難する
物陰に身を隠すか、
地面に伏せて頭部を守る
窓から離れるか、
窓のない部屋に移動する

Ｊアラートが流れたら落ち着いて直ちに行動を！

問 1 防災対策課（内線 256）
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市
内
で
交
通
死
亡
事
故
が

多
発
し
て
い
ま
す
！

▼
今
年
の
死
亡
事
故
被
害
者
の
う

　

ち
半
数
以
上
が
65
歳
以
上
の
高

　

齢
者
で
す
。
ま
た
、
人
身
事
故

　

の
発
生
件
数
も
約
30
件
増
加
し

　

て
い
ま
す
。
県
内
全
体
で
は
交

　

通
事
故
、
交
通
死
亡
事
故
と
も

　

に
減
少
傾
向
で
す
が
、
市
内
で

　

は
増
加
し
て
い
ま
す
。
主
な
事

　

故
原
因
は
次
の
通
り
で
す
。

①
安
全
不
確
認

②
わ
き
見
運
転　

③
音
楽
な
ど
を
聴
き
な
が
ら
の
漫

　

然
運
転

④
相
手
が
止
ま
る
と
思
っ
た
、
車

　

幅
を
誤
認
し
て
い
た
な
ど
、
運

　

転
感
覚
の
誤
り

⑤
携
帯
電
話
を
操
作
、
車
内
の
落

　

と
し
物
を
拾
う
な
ど
運
転
を
阻

　

害
す
る
行
動

⑥
ア
ク
セ
ル
と
ブ
レ
ー
キ
の
踏
み

　

間
違
い
な
ど
運
転
操
作
不
適

　

ド
ラ
イ
バ
ー
も
歩
行
者
も
道
路

を
通
行
す
る
際
に
は
十
分
に
注
意

し
ま
し
ょ
う
。

問
1
ま
ち
づ
く
り
協
働
課

　
（
内
線
１
４
２
）

イ
ネ
縞し
ま
は
が
れ

葉
枯
病
に

ご
注
意
を
！

▼
県
西
地
域
を
中
心
に
、
イ
ネ
縞

　

葉
枯
病
の
発
生
が
増
え
て
い
ま

　

す
。
こ
の
病
気
は
、
ウ
イ
ル
ス

　

を
持
っ
た
虫
が
稲
を
吸
汁
す
る

　

こ
と
で
感
染
し
、
出
穂
し
て
も

　

不
稔
に
な
っ
た
り
し
ま
す
。

　

市
内
で
の
発
生
は
ま
だ
限
定
的

　

で
す
が
、
感
染
す
る
と
現
状
治

　

療
法
が
な
い
た
め
対
策
が
重
要

　

で
す
。

対
策
方
法
／

①
収
穫
後
は
早
め
に
水
田
を
耕
し

　

ひ
こ
ば
え
の
発
生
を
防
止
す
る
。

②
来
年
の
育
苗
時
は
、
薬
効
が
長

　

期
持
続
す
る
育
苗
箱
施
薬
剤
を

　

使
用
す
る
。

問
2
農
政
課
（
内
線
１
１
５
４
）

青
少
年
を
育
て
る

石
岡
市
民
の
会

▼
地
域
の
き
ず
な
を
深
め
る
た
め

　

様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て

　

い
ま
す
。ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。

関
川
支
部
・
歯
科
衛
生
士
に
よ
る

歯
周
病
予
防
対
策
と
実
践

日
時
／
10
月
28
日
土
午
後
１
時

場
所
／
関
川
小
学
校
体
育
館

☎
０
９
０
・
３
０
８
７
・
１
２
６
６

　
（
坂
本
）

お

知

ら

せ

学
童
保
育
︵
児
童
ク
ラ
ブ
︶

入
所
申
込
開
始

▼
放
課
後
、
保
護
者
が
不
在
の
小

　

学
生
を
対
象
に
、
午
後
６
時
30

　

分
ま
で
市
内
小
学
校
の
児
童
ク

　

ラ
ブ
で
学
童
保
育
を
行
っ
て
い

　

ま
す
。
今
回
は
平
成
30
年
度
の

　

申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

申
込
期
間
／

　

10
月
２
日
月
～
11
月
10
日
金

※
新
１
年
生
は
就
学
時
健
康
診
断

　

の
際
に
案
内
あ
り

申
込
方
法
／
各
学
校
の
児
童
ク
ラ

　

ブ
、
生
涯
学
習
課
に
申
し
込
み

　
（
申
込
書
は
各
窓
口
・
市
Ｈ
Ｐ
）

※
定
員
超
過
時
は
、
児
童
・
家
庭
の

　

状
況
を
踏
ま
え
必
要
性
の
高
い
児

　

童
か
ら
優
先
入
所
と
な
り
ま
す
。

問
2
生
涯
学
習
課

　
　
（
内
線
１
３
６
３
）

市役所への
　　　問い合わせは…
1 石岡市役所
☎ 23 － 1111（代表）
2 八郷総合支所
☎ 43 － 1111（代表）
■テレホンサービス
☎ 0800 － 800 － 7766

杉
並
支
部
・
市
民
歩
く
会

日
時
／
10
月
28
日
土
午
前
９
時
30
分

　

雨
天
時
は
翌
29
日
㊐

場
所
／
杉
並
小
学
校
校
庭
か
ら
柏

　

原
池
公
園
方
面

☎
２
２
・
６
５
３
９
（
友
水
）

東
支
部
・
市
民
歩
く
会

日
時
／
10
月
28
日
土
午
前
８
時
30
分

　

雨
天
時
は
翌
29
日
㊐

場
所
／
東
小
学
校
校
庭
か
ら
南
台 

　

せ
せ
ら
ぎ
パ
ー
ク
方
面

☎
０
９
０
・
８
１
７
３
・
６
２
８
８

　
（
佐
藤
）

三
村
支
部
・
市
民
歩
く
会

日
時
／
11
月
12
日
㊐

　
　
　

午
前
８
時
30
分

場
所
／
城
南
地
区
公
民
館

☎
０
９
０
・
８
８
１
７
・
６
５
２
５

　
（
中
島
）

南
支
部
・
市
民
歩
く
会

日
時
／
10
月
15
日
㊐
午
前
９
時

場
所
／
南
小
学
校
校
庭

☎
２
６
・
３
８
９
１
（
佐
古
田
）

葦
穂
支
部
・
葦
穂
地
区
文
化
祭

日
時
／
11
月
23
日
木
午
前
10
時

場
所
／
葦
穂
地
区
多
目
的
研
修
セ

　

ン
タ
ー

☎
０
８
０
・
１
３
６
１
・
７
９
８
２

　
（
青
木
）

問
2
生
涯
学
習
課

　
　
（
内
線
１
３
６
５
）

親
子
い
け
ば
な
教
室

▼
秋
の
花
、
ク
リ
ス
マ
ス
の
花
、

　

お
正
月
の
花
を
楽
し
く
生
け
て

　

み
ま
し
ょ
う
。

日
時
／
11
月
19
・
26
日
、

　

12
月
17
・
24
日
（
㊐
・
全
４
回
）

　

午
前
10
時
～
正
午　

場
所
／
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム　

※
変
更
と
な
る
場
合
あ
り

参
加
費
／
無
料　
　

※
花
代
は
実
費
。
花
器
・
剣
山
は

　

無
料
貸
し
出
し
。
花
ば
さ
み
・

　

花
包
は
各
自
で
用
意
。

対
象
／
市
内
在
住
の
小
学
生
以
上

　

の
親
子（
祖
父
母
と
参
加
も
可
能
）

定
員
／
10
組

申
込
期
限
／
10
月
25
日
水

申
込
方
法
／
電
話
で
申
し
込
み
。

　

℻
の
場
合
は
、
住
所
・
氏
名
・

　

電
話
番
号
・
学
年
を
記
入

問
石
岡
市
文
化
協
会　

石
岡
華

　

道
同
好
会
（
飯
田
）

　

☎
・
℻
２
６
・
１
８
５
３

講

座

講

演
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講

座

講

演

シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ
体
操

指
導
士
３
級
養
成
講
習
会

▼
県
で
は
、
高
齢
者
の
介
護
予
防

　

の
た
め
「
シ
ル
バ
ー
リ
ハ
ビ
リ

　

体
操
」
を
広
め
て
い
ま
す
。　

　

こ
の
体
操
は
、
関
節
の
動
き
を

　

広
げ
る
と
と
も
に
、
筋
肉
を
伸

　

ば
す
こ
と
を
目
的
と
す
る
体
操

　

で
す
。

日
時
／
11
月
～
12
月
間
に
全
６
回

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
45
分

※
初
日
は
午
前
９
時
30
分
、
２
日

　

目
は
午
前
９
時
45
分
開
講

場
所
／
茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ　

　
（
水
戸
市
笠
原
町
９
９
３
‐
２
）

対
象
／
・
県
民
で
60
歳
以
上
の
人

・
常
勤
の
職
に
つ
い
て
い
な
い
人

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
可
能
な
人

・
全
日
程
に
参
加
で
き
る
人

※
50
歳
以
上
か
ら
申
し
込
み
で
き

　

ま
す
が
60
歳
以
上
を
優
先

費
用
／
無
料
（
交
通
費
、
昼
食
代

　

は
各
自
負
担
）

申
込
方
法
／
往
復
ハ
ガ
キ
に
①
郵

　

便
番
号
・
住
所
②
氏
名
・
ふ
り

　

が
な
③
性
別
④
生
年
月
日
・
平

　

成
29
年
４
月
１
日
時
点
の
年
齢

　

⑤
電
話
番
号
⑥
希
望
の
コ
ー
ス

　

を
記
入
の
う
え
郵
送

コ
ー
ス
１
７
１

日
程
／
11
月
２
・６
・９
・
13
・
16
・

　

20
日
（
全
６
回
）

申
込
期
限
／
10
月
12
日
木

コ
ー
ス
１
７
２

日
程
／
11
月
７
・
14
・
21
・
24
・

　

28
日
、
12
月
１
日
（
全
６
回
）

申
込
期
限
／
10
月
17
日
火

申
込
先
／
〒
３
１
０
・
０
８
５
２

　

水
戸
市
笠
原
町
９
９
３
‐
２　

問
茨
城
県
立
健
康
プ
ラ
ザ

　

介
護
予
防
推
進
部

　

☎
０
２
９
・
２
４
３
・
４
２
１
７

行
政
書
士
に
よ
る

面
談
・
電
話
無
料
相
談

▼
遺
言
、
相
続
な
ど
行
政
手
続
き

　

の
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

面
談
に
よ
る
相
談

日
時
／
10
月
14
日
土

　
　
　

午
前
10
時
～
午
後
４
時

場
所
／
ふ
れ
あ
い
の
里
石
岡　

ひ

　

ま
わ
り
の
館

電
話
に
よ
る
相
談

期
間
／
10
月
の
毎
週
木
曜
日

　

午
後
１
時
～
５
時

電
話
番
号
／

　

☎
０
２
９
・
３
０
５
・
３
７
３
１

問
茨
城
県
行
政
書
士
会
事
務
局

国
保
・
医
療
・
介
護

な
ん
で
も
電
話
相
談
室

▼
県
社
会
保
障
推
進
協
議
会
主
催

　

の
電
話
相
談
で
す
。

日
時
／
10
月
21
日
土

　

午
前
９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

受
付
電
話
番
号
／

　

☎
０
２
９
・
２
２
８
・
０
６
０
０

　
　

０
２
９
・
２
２
８
・
０
６
０
２

く
ら
し
の
困
り
ご
と
相
談
会

▼
行
政
一
般
に
関
す
る
相
談
や
法

　

律
問
題
な
ど
を
関
係
機
関
が
無

　

料
で
お
受
け
し
ま
す
。
相
談
無

　

料
、
秘
密
厳
守
。

日
時
／
10
月
24
日
火

　

午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

場
所
／
土
浦
市
民
会
館
１
階
会
議
室

問
茨
城
行
政
評
価
事
務
所

　

☎
０
２
９
・
２
２
１
・
３
３
４
７

不
動
産
無
料
相
談

▼
不
動
産
の
価
格
な
ど
の
相
談
に

　

無
料
で
お
答
え
し
ま
す
。

日
時
／
10
月
６
日
金

　

午
前
９
時
30
分
～
正
午

場
所
／
県
南
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

５
階
小
講
座
室
１

　
（
土
浦
市
大
和
町
９
‐
１
）

問
県
不
動
産
鑑
定
士
協
会

　

☎
０
２
９
・
２
４
６
・
１
２
２
２

事
業
概
要

▼
生
涯
現
役
プ
ラ
チ
ナ
応
援
事
業

は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
生
き
が

い
づ
く
り
活
動
に
積
極
的
に
参
加

し
て
も
ら
う
た
め
、
平
成
26
年
度

に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
市
や
社

会
福
祉
協
議
会
が
主
催
す
る
各
種

事
業
（
講
演
会
・
教
室
・
公
民
館

講
座
な
ど
）
に
参
加
す
る
と
ポ
イ

ン
ト
が
貯
ま
り
、
市
内
施
設
利
用

券
や
市
内
協
賛
店
で
利
用
で
き
る

５
０
０
円
券
と
交
換
す
る
こ
と
が

で
き
る
制
度
で
す
。

利
用
者
の
声

◆
ポ
イ
ン
ト
を
貯
め
る
の
が
楽
し

み
。
貯
め
た
ポ
イ
ン
ト
で
孫
と
ゆ

り
の
郷
に
行
き
ま
し
た
。
介
護
予

防
教
室
に
行
く
よ
う
に
な
っ
て
足

腰
も
丈
夫
に
な
り
ま
し
た
。

　
（
80
代
女
性
）

◆
息
子
た
ち
の
役
に
立
ち
た
い
か

ら
貯
ま
っ
た
ポ
イ
ン
ト
を
使
っ
て

市
内
の
金
物
屋
で
刈
払
機
の
刃
や

剪
定
ハ
サ
ミ
と
取
り
換
え
ま
し

た
。
ま
だ
ま
だ
頑
張
れ
る
よ
。

　
（
80
代
男
性
）

相

談

路
線
バ
ス
や
タ
ク
シ
ー
で
も

▼
９
月
１
日
か
ら
は
、
次
の
バ
ス
・

タ
ク
シ
ー
で
も
プ
ラ
チ
ナ
応
援
券

が
利
用
で
き
ま
す
。

■
利
用
で
き
る
路
線
バ
ス

　

関
鉄
グ
リ
ー
ン
バ
ス
㈱

※
回
数
券
を
応
援
券
で
購
入
で
き

　

ま
す
。

■
利
用
で
き
る
タ
ク
シ
ー
会
社

　

石
岡
地
区
通
運
㈱
、
㈲
石
岡

ハ
イ
ヤ
ー
、
関
鉄
ハ
イ
ヤ
ー
㈱
、

㈲
ム
ツ
ミ
観
光
自
動
車
、
横
川

自
動
車
㈲
、
柿
岡
合
同
ハ
イ
ヤ
ー

㈲
、
羽
鳥
駅
前
ハ
イ
ヤ
ー
㈲
山

崎
営
業
所

※
乗
車
料
金
を
応
援
券
で
支
払
え

　

ま
す
。

■
乗
り
合
い
タ
ク
シ
ー

　

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
関
鉄
ハ
イ

ヤ
ー
㈱
、
㈲
ム
ツ
ミ
観
光
自
動
車

※
乗
車
券
を
応
援
券
で
購
入
で
き

　

ま
す
。

▼
ポ
イ
ン
ト
カ
ー
ド
の
申
請
方
法

や
利
用
方
法
に
つ
い
て
ご
不
明
な

点
は
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
1
高
齢
福
祉
課
（
内
線
１
５
３
）

生 涯
現 役
ご
存
知
で
す
か
？

　生
涯
現
役
プ
ラ
チ
ナ
応
援
事
業
！
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▶牛久シティマラソンへの参加者を募集して
　います。
開催日／平成 30 年 1 月 8 日月
申込方法／振替払込・インターネット・窓口
申込締切／振替払込は 10 月 10 日火
　インターネット・窓口は 10 月 31 日火
　詳しくはこちら▼

 問牛久シティマラソン実行委員会事務局   
　（スポーツ推進課内）☎ 029-873-2486

■■■
▶全国の花火師が日本一の座を目指して技を
　競い合います。
日時／ 10 月 7 日土（午後 6 時競技開始）
　　　　※ 荒天時は翌日以降に延期
場所／桜川畔（学園大橋付近）
　交通アクセスなど
　詳しくはこちら▼

 問土浦全国花火競技大会実行委員会
   （土浦市商工観光課内）☎ 029-826-1111

第 86回土浦全国花火競技大会（土浦市）

情報ネットワーク

県
南
エ
リ
ア
の
イ
ベ
ン
ト
情
報

　近
く
の
ま
ち
の
魅
力
を
見
つ
け
に
出
か
け
よ
う
！

ご当地コロッケ横丁 in龍ケ崎（龍ケ崎市）
▶龍ケ崎コロッケ地域団体商標登録を記念し
　県内各地のコロッケに加え富山県高岡市や
　静岡県三島市など 25 店舗のご当地コロッ
　ケが大集合！スイーツ ･ 物産・ステージイ
　ベントなども盛りだくさんです！

日時／ 10 月 22 日日
　（午前 10 時～午後 4 時）
場所／龍ケ崎市役所
　駐車場（龍ケ崎市寺
　後 3710）　　
問龍ケ崎市商工会 ☎ 0297-62-1444
　龍ケ崎市商工観光課 ☎ 0297-64-1111

第 42回牛久シティマラソン（牛久市）スポーツフェスティバル開催（つくばみらい市）
▶子どもから大人まで楽しめるイベントを通
　してスポーツにふれあおう！
　茨城国体デモ競技のターゲットバードゴル
　フ、アームレスリング、バウンドテニスも
　体験できます。ぜひご来場ください。
日時／ 10 月 9 日月
　（午前 9 時～午後 3 時）
場所／つくばみらい市
　総合運動公園（つくば
　みらい市小張 1770）
　※屋内用に上履き持参
問つくばみらい市生涯学習課
　 スポーツ推進室 ☎ 0297- ５８- ２111

公民館
まつり

新
し
い
趣
味
、
見
つ
け
よ
う

　
　府
中
地
区
公
民
館
ま
つ
り

公
民
館
同
好
友
の
会
の
会
員

や
公
民
館
講
座
受
講
生
に

よ
る
作
品
展
示
と
実
技
発
表
を
行

い
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
吹
矢
の
体
験

や
盆
栽
展
示
な
ど
も
実
施
し
ま

す
。
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日
に
ち
／
10
月
14
日
土
・
15
日
日

場
所
／
府
中
地
区
公
民
館

問
府
中
地
区
公
民
館

　

☎
２
４
・
１
５
３
０

14 日土 午前 9 時 30 分～午後 3 時 30 分
　■実技発表（2 階大会議室）
　石岡・府中太極拳同好会　午前 10 時 15 分から
　あじさい体操同好会　　　午後 1 時から
　文化協会音楽部にじの会　午後 1 時 40 分から
　文化協会大正琴愛好会　　午後 2 時 20 分から
　■実技体験（2 階大会議室）
　スポーツ吹矢　　　　　　午前 10 時 15 分から

15 日日 午前 9 時 30 分～午後３時
　■実技発表（2 階大会議室）
　府中コーラス同好会　　　 午前 10 時から
　文化協会民謡部　　　　　 午前 10 時 40 分から
　府中フォークダンス同好会   午前 11 時 20 分から
　■実技体験（２階大会議室）
　スポーツ吹矢　　　　　　午前 10 時から

10 月 12 日木 ～ 15 日日
　文化協会盆栽部展示（工作室）

広報いしおか 10 月１日号　№２８８　　１８　　　　　　　

▲活動紹介、多数



ま
ち
か
ど
ハ
ロ
ウ
ィ
ン

   

パ
レ
ー
ド
参
加
者
募
集
中

日
時
／
10
月
29
日
日
午
後
１
時
集

　

合
・
１
時
30
分
出
発

申
込
締
切
／
10
月
25
日
水

参
加
費
／
５
０
０
円（
保
険
料
等
）

定
員
／
１
５
０
人

第
13
回
總
社
の
調
べ

日
時
／
10
月
21
日
土

　
　
　

午
後
１
時
～
４
時

場
所
／
常
陸
國
總
社
宮
神
楽
殿

出
演
／
１
部
（
午
後
１
時
～
）

　
　

    

ピ
ア
ノ
独
奏 

忠 

紗
友
里

　
　
　

２
部
（
午
後
２
時
～
）

　
　
　
「
謡
と
仕
舞
」
宝
生
流　

　
　
　

３
部
（
午
後
３
時
～
）

　
　
　
「
雅
楽
と
舞
」
新
治
雅
楽
会

※
夕
方
は
寒
く
な
り
ま
す
の
で
上

　

着
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

建
築
士
会
に
よ
る
絵
画
展

未
来
に
自
分
が

住
ん
で
み
た
い
ま
ち
や
家

期
間
／
～
10
月
４
日
水
午
後
５
時

ア
ト
リ
エ
ハ
ー
ト
タ
イ
ム

水
彩
画
展

期
間
／
10
月
８
日
日
午
後
１
時

　
　
　
　
　

～
15
日
日
正
午

見
て
・
聞
い
て
・
知
る

高
齢
福
祉
施
設
の
見
学
会

▼
ケ
ア
ハ
ウ
ス
、
特
別
養
護
老
人

　

ホ
ー
ム
、
サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢

　

者
住
宅
の
違
い
っ
て
？

※
ス
リ
ッ
パ
持
参

日
時
／
10
月
６
日
金
・
午
後
12
時  

　

30
分
集
合（
石
岡
市
民
会
館
前
）

定
員
／
20
人　

申
込
期
限
／
10
月
４
日
水

共
催
／
い
ば
ら
き
コ
ー
プ
暮
ら
し

　

の
助
け
合
い
の
会
・
地
域
包
括

　

支
援
セ
ン
タ
ー

ま
ち
か
ど
バ
ザ
ー
ル

▼
新
鮮
野
菜
や
手
作
り
品
の
販
売

日
時
／
毎
月
第
１
水
曜
日
（
今
月

　

は
４
日
）
午
前
10
時
か
ら

仲
間
と
ワ
ハ
ハ
で
脳
活
Ｏ
Ｋ

日
時
／
10
月
２
日
月
・
16
日
月

　

午
前
10
時
～
正
午
・
午
後
１
時

　

～
３
時
・
午
後
３
時
～
５
時　

資
料
代
／
５
０
０
円

歴
ま
ち
フ
リ
ー
カ
フ
ェ

▼
歴
史
を
テ
ー
マ
に
、
フ
リ
ー
ト

　

ー
ク
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。（
予

　

約
不
要
）

日
時
／
10
月
９
日
月
・
23
日
月

　

午
後
１
時
か
ら

サ
ン
ド
市

▼
ま
ち
か
ど
情
報
セ
ン
タ
ー
周
辺

で
21
日
土
開
催
！
※
参
加
者
募
集

日
時
／
毎
月
第
３
土
曜
日

　

午
前
11
時
～
午
後
３
時

10
月
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

心
と
体
の
健
康
相
談

・
毎
週
水
曜
日　

午
前
10
時
30
分

　
　
　
　
　
　
　
　

～
午
後
１
時

折
り
紙
教
室

・
10
月
28
日
土
午
後
１
時
30
分

ち
り
め
ん
小
物

　

・
10
月
７
日
・
21
日
土
午
後
１
時

　

石
岡
市
で
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
キ
ャ
ン
プ
地
誘
致
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

キ
ャ
ン
プ
地

　
　
　

   

誘
致
の
効
果
と
は
？

　

選
手
・
関
係
者
に
よ
る
市
内

の
施
設
利
用
や
観
光
客
増
加
な

ど
に
よ
る
経
済
効
果
と
自
治

体
の
認
知
度
向
上
に
加
え
て

「
キ
ャ
ン
プ
地
と
な
っ
た
」
と

い
う
事
実
が
地
元
へ
の
誇
り
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　

現
在
、
県
内
で
誘
致
が
決
定

し
て
い
る
の
は
３
自
治
体
。
常

陸
大
宮
市
は
パ
ラ
オ
共
和
国
、

龍
ヶ
崎
市
は
キ
ュ
ー
バ
共
和
国
、

桜
川
市
は
モ
ン
ゴ
ル
国
で
す
。

常
陸
大
宮
市
で
は
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
終
了
後
も
相
手
国
と
の
交
流

を
続
け
て
い
く
た
め
留
学
生
を

受
け
入
れ
る
予
定
で
す
。

　

誘
致
活
動
を
一
時
的
な
イ
ベ

ン
ト
と
し
て
終
わ
ら
せ
る
の
で

は
な
く
、
継
続
的
な
交
流
に
し

て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。
事

前
キ
ャ
ン
プ
受
け
入
れ
は
市
の

重
要
な
施
策
の
一
つ
で
す
。

まちかど情報センターニュース

まちかど情報センターとは？
　NPO 法人まちづくり市民会議
が運営している中心市街地にある
施設です。まちづくり市民会議は、
市民参加型のまちづくりを目指す
NPO で、子どもたちによる手づ
くりのお化け屋敷、商店街でのハ
ロウィンパレード、絵巻風の雛飾
りなど、子どもから大人まで、ま
ちを楽しむきっかけをつくってい

ます。
　石岡駅西口から徒歩 10 分。セ
ンター前に専用駐車場（5 台程
度）、土橋通りに臨時駐車場があ
ります。
問まちかど情報センター
☎ 27-5171
開館時間／午前 10 時～午後 8 時
休館日／木曜日

オリンピックキャンプ地・誘致活動報告２ 問政策企画課　☎ 23-1111（内線 223）

ま
ち
か
ど
学
習
会

ギ
ャ
ラ
リ
ー

第
１
４
１
回
ま
ち
か
ど
音
楽
祭

パ
ソ
コ
ン
教
室

第
サ
ン
・
ド
曜
日
の
市

思い思いの仮装でまちなかを歩こう！トリック
オアトリートの一言でお店の人と新たな出会い
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スポーツ情報

結

　果

　8 月 19 日、東京江東区の東京辰巳国際水泳
場で「Ｂ＆Ｇ全国ジュニア水泳大会」が開催さ
れました。これは日本水泳連盟資格級 1 級の
標準タイムをクリアした全国 23 都県の小・中
学生 593 人が参加する大会です。市内在住の
磯畑麗桜さんが、小学 3・4 年生女子 50 ｍ平
泳ぎ第 3 位、バタフライ第 2 位になりました。
　本大会ゲストとしてリオデジャネイロオリン
ピック 200 ｍ× 4 人フリーリレー銀メダリス
ト江原騎

な い と

士選手を招待し、表彰者への贈呈や模
範演技が披露されました。
　なお当市から10人の選手がエントリーをし、
日頃の練習成果を精一杯発揮してくれました。

磯

▲磯畑さん（写真左 2 番目）と江原選手（写真左）
【市内参加選手】掛札瑠青（南小 4 年）・磯部亜莉寿（南
小6年）・小河原凛（瓦会小 5 年）・磯畑麗桜（水戸市、
新荘小 3 年）・岡野隼也（園部中 2 年）・小松﨑颯太（城
南中 1 年）・宮田凪（府中中 2 年）・鈴木音葉（府中中 1 年）・
磯部さや香（石岡中 3 年）・仁平裕大（石岡中 1 年）

月
例
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

７
月
20
日
・
鹿
の
子
健
康
広
場

優
勝
／
城
南
チ
ー
ム

石
岡
市
近
隣
中
学
校

　
　バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

８
月
11
日
・

　

石
岡
運
動
公
園
体
育
館

優
勝
／
霞
ケ
浦
中
学
校

準
優
勝
／
八
郷
中
学
校

秋
季
市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

▼
恋
瀬
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
コ
ー
ス

を
自
転
車
で
走
り
、
筑
波
山
の
麓

で
果
物
狩
り
を
楽
し
み
ま
す
。
果

物
狩
り
の
後
は
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

で
昼
食
で
す
。

日
時
／
11
月
11
日
土

※
雨
天
時
は
11 
月
12
日
日

目
的
地
／
十
三
塚
果
樹
団
地
・
茨

城
県
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク

集
合
時
間
・
場
所
／

【
石
岡
地
区
】
石
岡
小
学
校
屋
内

温
水
プ
ー
ル
入
口
・
午
前
８
時

【
八
郷
地
区
】
中
央
公
民
館
・
午

前
８
時
30
分

コ
ー
ス
／
高
倉
休
憩
所
―
片
野
・

ふ
る
さ
と
橋
（
八
郷
地
区
合
流
）

―
十
三
塚
果
樹
団
地
―
フ
ラ
ワ
ー

パ
ー
ク
（
昼
食
・
休
憩
）
―
帰
路

参
加
費
／
１
０
０
０
円
（
中
学
生

以
下
５
０
０
円
）※
昼
食
代
込
み
。

対
象
／
市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学

の
小
学
３
年
生
以
上

定
員
／
30
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法
／
10
月
１
日
日
～
31
日
火

に
直
接
ま
た
は
電
話
で
申
し
込
み

※
月
曜
日
は
休
館
で
祝
日
の
場
合

は
翌
日
が
休
館
で
す
。

問
石
岡
運
動
公
園

　

☎
２
６
・
７
２
１
０

　

八
郷
総
合
運
動
公
園

　

☎
４
３
・
６
８
８
４

　
秋
季
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
大
会

日
時
／
11
月
５
日
日
午
前
８
時
30

分
受
付
（
予
備
日
11
月
12
日
）

場
所
／
柏
原
運
動
公
園
内

　
　
　

テ
ニ
ス
コ
ー
ト

試
合
方
法
／
男
女
別
リ
ー
グ
戦

　
　
　
　
　

ダ
ブ
ル
ス

参
加
資
格
／
市
内
在
住
、
在
勤
、

　

在
学
の
高
校
生
以
上
（
各
高
校

　

男
子
・
女
子
各
３
ペ
ア
ま
で
）

参
加
料
／
１
ペ
ア
１
０
０
０
円

※
事
前
予
約
不
要

主
催
／
石
岡
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

問
石
岡
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
連
盟

　
（
事
務
局
・
小
島
）

　

☎
２
２
・
２
４
１
３

募

　集

畑麗
れ お

桜さんが、全国の水泳大会で第 2位になりました
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地
区
健
診
︵
申
込
不
要
︶

▼
各
地
区
で
受
け
ら
れ
る
健
康
診

断
で
す
。

健
診
日
︵
会
場
︶
／

10
月
５
日
㊍
・
６
日
㊎

　
（
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー
）

10
月
26
日
㊍
（
東
成
井
田
園
都
市

　

セ
ン
タ
ー
）

10
月
27
日
㊎（
園
部
地
区
公
民
館
）

受
付
時
間
／

・
午
前
９
時
30
分
～
11
時

・
午
後
１
時
30
分
～
３
時

健
診
項
目
︵
個
人
負
担
金
︶
／

・
健
康
診
査
（
39
歳
以
上
）　　

　

２
０
５
０
円

・
特
定
健
康
診
査
（
40
歳
以
上
）

　

１
０
０
０
円

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
（
40
歳

　

以
上
）
３
０
０
円

・
大
腸
が
ん
検
診
（
40
歳
以
上
）

　

５
１
０
円

・
前
立
腺
が
ん
検
診
（
50
歳
以
上

　

男
性
）
６
１
０
円

※
大
腸
が
ん
検
診
の
み
事
前
申
込

を
受
け
付
け
ま
す
。

総
合
健
診
︵
要
申
込
︶

▼
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す
る
健

康
診
断
で
す
。
受
診
会
場
に
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。
定
員
は
各
日

２
５
０
人
。

受
診
会
場
／
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

健
診
日
／
10
月
30
・
31
日
、
11
月

１
・
９
・
10
・
11
日

申
込
期
間
／
10
月
２
日
～
６
日

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

受
診
会
場
／
八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

健
診
日
／
11
月
17
・
18
・
20
日

申
込
期
間
／
10
月
17
日
～
23
日

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

健
診
項
目
︵
個
人
負
担
金
︶
／

・
健 

康 

診 

査 （
39
歳
以
下
） 

　

２
０
５
０
円

・
特
定
健
康
診
査
（
40
歳
以
上
） 

　

１
０
０
０
円（
国
民
健
康
保
険
）

・
胸
部
レ
ン
ト
ゲ
ン
検
査
（
40
歳

　

以
上
）
３
０
０
円

・
胃
が
ん
検
診
（
40
歳
以
上
）　

　

１
５
４
０
円

・
大
腸
が
ん
検
診
（
40
歳
以
上
）

　

５
１
０
円

・
前
立
腺
が
ん
検
診
（
50
歳
以
上

　

男
性
）
６
１
０
円

・
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査
（
40
歳
以  

  

上
で
過
去
に
受
診
歴
の
な
い
人
）     

   

１
０
２
０
円

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

問
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
２
４
・
１
３
８
６

　

八
郷
保
健
セ
ン
タ
ー

　

☎
４
３
・
６
６
５
５

インフルエンザの
　　予防接種を受けましょう

助成対象／
・65 歳以上の高齢者（定期接種）
※ 60 歳以上 65 歳未満で心臓・腎臓・
呼吸器・免疫不全などの障がいがあ
り、身体障害者手帳 1 級を持ってい
る人は助成が受けられます。保健セ
ンターにお問い合わせください。
・1 歳～中学 3 年生（任意接種）
※対象年齢以前に接種した場合は助
成が受けられません。
助成費用／ 2,000 円

（接種費用の一部）
※生活保護世帯のみ全額助成制度が
あります。（事前手続きが必要です）
助成回数／１回

助成期間／ 10 月１日～ 12 月 31 日
接種場所／
・石岡市医師会に加入している医療
機関（小児・高齢者）
・県医師会加入医療機関（高齢者のみ）
※上記以外の医療機関で接種した場
合、口座に助成費用を振り込みます。
----------------------------------------------
12 月中旬までの接種を！
　予防接種を受けてから十分な効果
を維持する期間は、接種後２週間後
から５か月間。
　12 月中旬までに接種を受けるこ
とをお勧めします。

５つの予防対策
①流行前にインフルエンザワクチンを接種する
②人ごみや繁華街への外出を控える
③咳エチケットとしてマスクの使う
④帰宅時のうがいや手洗いの励行
⑤室内では加湿器などを使用して適度な湿度に保つ

間もなくシーズン到来！

乳
が
ん
検
診
は

必
ず
受
診
し
ま
し
ょ
う

10
月
は
乳
が
ん
月
間
で
す

　

乳
が
ん
に
な
る
人
は
30
代
か
ら

増
え
、
50
代
に
多
く
、
こ
の
年
代

の
女
性
の
が
ん
の
死
亡
原
因
の

ト
ッ
プ
で
す
。

早
期
発
見
・
早
期
治
療
が
大
切

　

昨
年
度
、
市
の
乳
が
ん
検
診
で
２

人
に
乳
が
ん
が
発
見
さ
れ
ま
し
た
。

定
期
的
に
検
診
受
け
ま
し
ょ
う
。

※
10
月
19
日
㊍
・
20
日
㊎
・
21
日

土
に
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
で
実
施

す
る
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
集
団
検

診
に
若
干
の
空
き
が
あ
り
ま
す
。

希
望
者
は
石
岡
保
健
セ
ン
タ
ー
ま

で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

30
歳
か
ら
の
助
成
制
度

　

30
歳
以
上
の
女
性
に
は
超
音
波

検
診
、
40
歳
以
上
の
女
性
に
は
２

年
に
一
度
で
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
検

診
に
助
成
が
あ
り
ま
す
。

　

指
定
医
療
機
関
を
予
約
後
、
保

健
セ
ン
タ
ー
窓
口
で
発
券
す
る
受

診
券
を
も
っ
て
検
診
を
受
け
る
と

助
成
が
受
け
ら
れ
ま
す
。

　

指
定
医
療
機
関
な
ど
、
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

健康ガイド

ワクチンの予防接種には助成があります。
9 月下旬に対象者には必要書類を郵送しました。

インフルエンザに
かかる前の早めの
対策が大切です

　　　　　　　２１　　 広報いしおか 10 月１日号　№２８８



「円形・板状土製品」
シリーズ 141
文化振興課　

☎43-1111（内線1324）

　

６
月
、
瓦
塚
窯
跡
が
国
指
定
史

跡
に
な
る
こ
と
が
決
定
し
た
の
を

記
念
し
て
、
ふ
る
さ
と
歴
史
館
で

は
「
瓦
塚
窯
跡
展
」
を
開
催
し
て

い
ま
す
。
今
回
は
展
示
中
の
資
料

か
ら
、
７
世
紀
前
半
の
遺
物
で
あ
る

円
形
土
製
品
と
板
状
土
製
品
を
紹
介

し
ま
す
。

　

こ
の
遺
物
が
出
土
し
た
の
は
第

１
号
窯
跡
で
す
。
瓦
塚
窯
跡
は
瓦

窯
が
34
基
出
土
し
、
大
半
が
瓦
を

焼
い
た
窯
跡
で
す
が
、
実
は
こ
の

１
基
だ
け
は
土
器
を
焼
い
た
窯
跡

で
し
た
。
こ
の
よ
う
に
窯
で
焼
か

れ
た
土
器
を
須
恵
器
と
い
い
ま
す
。

須
恵
器
の
生
産
は
５
世
紀
に
は
開

始
さ
れ
ま
す
が
、
常
陸
国
で
は
７

世
紀
ま
で
窯
に
よ
る
土
器
生
産
は

行
わ
れ
ず
、
東
海
地
方
か
ら
の
搬

入
品
を
使
用
し
て
い
ま
し
た
。
つ

ま
り
こ
の
時
期
ま
で
時
代
が
遡
る

窯
跡
は
常
陸
国
内
で
も
古
い
方
の

窯
跡
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

で
は
、
こ
の
遺
物
は
い
っ
た
い

何
に
使
用
さ
れ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

結
論
か
ら
い
う
と
不
明
で
す
。
円

形
土
製
品
は
、
丸
い
お
団
子
を
指

で
の
ば
し
て
扁
平
に
し
て
い
ま
す
。

板
状
土
製
品
は
、
表
面
に
当
て
具

の
痕
跡
が
確
認
で
き
ま
す
。
こ
れ

は
須
恵
器
の
、
主
に
甕か

め
と
い
う
水

や
食
物
を
貯
め
る
た
め
の
土
器
を

製
作
す
る
と
き
に
も
み
ら
れ
る
も

の
で
す
。
こ
の
よ
う
な
土
器
は
い

ま
の
と
こ
ろ
古
墳
時
代
で
は
前
例

が
あ
り
ま
せ
ん
。
窯
で
土
器
を
製

作
す
る
に
あ
た
り
、
試
し
焼
き
で

も
し
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

時の記憶

▲円形・板状土製品

市長日記

映
像
に
託
す
メ
ッ
セ
ー
ジ

９
月
６
日
（
水
） 

　

第
３
回
定
例
会
の
一
般
質
問
が

終
わ
る
と
、
山
の
よ
う
な
決
裁
文

書
が
待
ち
構
え
て
お
り
、
一
つ
一

つ
目
を
通
し
て
い
た
と
こ
ろ
、
秘

書
広
聴
課
長
が
文
書
の
束
を
持
っ

て
来
ま
し
た
。

　
「
挨
拶
文
が
三
つ
あ
る
の
で
確

認
願
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
映
像

コ
ン
テ
ス
ト
の
ポ
ス
タ
ー
案
を
見

て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
…
」

　

次
か
ら
次
へ
と
や
る
べ
き
こ
と

が
現
れ
ま
す
が
、
休
む
間
も
な
い

の
は
、
資
料
を
準
備
す
る
秘
書
広

聴
課
の
ス
タ
ッ
フ
で
あ
り
、
私
が

短
時
間
で
判
断
で
き
る
よ
う
整
理

し
て
く
れ
て
い
ま
す
。 

　
「
ポ
ス
タ
ー
か
。
そ
れ
な
ら
文

字
を
少
な
く
し
て
、
大
き
く
す
る

と
い
い
ね
」

　

相
手
の
立
場
に
立
っ
て
情
報
発

信
が
で
き
れ
ば
、
そ
の
効
果
は
絶

大
で
す
。
ポ
ス
タ
ー
を
複
数
の
目

で
点
検
し
た
結
果
、
数
か
所
の
改

良
点
が
あ
り
ま
し
た
。

　

す
ぐ
に
修
正
さ
れ
、
訴
求
力
の

高
ま
っ
た
ポ
ス
タ
ー
が
テ
ー
ブ
ル

の
上
に
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。 

　
「
ふ
る
さ
と
石
岡
映
像
コ
ン
テ

ス
ト
か
、
ど
れ
だ
け
応
募
が
あ
る

だ
ろ
う
ね
」
ポ
ス
タ
ー
を
見
て
イ

メ
ー
ジ
が
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。 

　

昭
和
32
年
に
作
ら
れ
た
映
画

「
米
」
は
、
霞
ヶ
浦
湖
畔
を
舞
台

と
し
た
農
村
に
生
き
る
人
々
の
ド

ラ
マ
で
す
。
美
し
い
霞
ヶ
浦
と
湖

岸
の
村
が
印
象
的
に
映
し
出
さ

れ
、
当
時
の
世
相
や
日
常
も
垣
間

見
ら
れ
ま
す
。
優
れ
た
映
像
か
ら

は
、
生
き
生
き
と
そ
の
時
代
が
よ

み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

　

ふ
る
さ
と
の
文
化
や
暮
ら
し
、

歴
史
や
人
物
な
ど
を
モ
チ
ー
フ

に
、
石
岡
を
舞
台
と
し
た
映
像
作

品
が
完
成
す
れ
ば
、広
く
全
国
へ
、

さ
ら
に
未
来
へ
と
、
輝
く
石
岡
を

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
け
る
で
し
ょ

う
。

　

古
い
住
宅
地
図
も
似
た
よ
う
な

効
果
が
あ
る
よ
う
で
す
。
国
鉄
常

磐
線
・
石
岡
駅
の
界
隈
は
商
店
ば

か
り
で
な
く
工
場
や
倉
庫
、学
校
・

官
公
庁
、
娯
楽
施
設
な
ど
が
ひ
し

め
い
て
い
ま
し
た
。
八
間
道
路
を

ち
ょ
っ
と
上
っ
て
ゆ
く
と
、
石
岡

警
察
署
と
消
防
署
が
向
き
あ
っ
て

い
て
、
そ
の
脇
に
は
石
岡
柔
剣
道

場
。
近
く
に
は
石
岡
ド
レ
ス
メ
ー

カ
ー
女
学
院
や
吉
川
技
芸
高
等
学

校
、
映
画
館
・
東
宝
劇
場
が
あ
り

ま
し
た
。 

　

以
前
、
古
い
地
図
の
コ
ピ
ー
を

持
っ
て
駅
前
の
佃
煮
屋
さ
ん
を
訪

ね
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
「
い
や
ぁ
、
懐
か
し
い
ね
。
お

か
め
湯
が
あ
る
よ
」
と
ご
主
人
は

地
図
に
目
を
凝
ら
し
ま
す
。 

　
「
そ
う
そ
う
、
駅
の
真
ん
前
に

旅
館
が
あ
っ
て
、
一
軒
お
い
て
自

動
車
工
業
、
観
光
会
社
が
あ
る
」 

　
「
間
に
民
家
が
あ
り
ま
す
が
？
」

と
私
は
口
を
挟
み
ま
し
た
。 

　
「
ん
、
こ
れ
は
、
そ
う
か
、
警

察
署
長
の
官
舎
だ
」
駅
前
の
一
等

地
に
署
長
宅
が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
病
院
も
多
く
、
石
岡
協
同
病

院
と
四
つ
の
医
院
名
が
見
え
ま

す
。 

　
「
と
に
か
く
当
時
は
賑
や
か

だ
っ
た
。
こ
の
駅
前
の
狭
い
地
域

に
何
で
も
あ
っ
た
感
じ
だ
ね
」
と

ご
主
人
は
回
想
し
ま
す
。 

　

コ
ン
テ
ス
ト
の
映
像
は
、
郷
土

の
記
録
と
し
て
こ
れ
以
上
に
価
値

を
高
め
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。 

　

文　

今
泉 

文
彦

市
長
日
記
vol.41
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い
し
お
か
俳
句
同
好
会

貝　

地　

小
池
つ
と
夢

村
の
子
の
器
量
自
慢
の
祭
髪

東
光
台　

小
泉
ち
よ
子

猫
と
居
て
涼
し
き
風
の
道
を
知
り

高　

浜　

小
池
さ
き
子

檪く
ぬ
ぎの

木
ド
ン
と
蹴
と
ば
し
兜

か
ぶ
と
む
し虫

小　

幡　

岡
野
は
つ
子

卓
並
べ
夕ゆ

う

げ餉
楽
し
や
盆
三
日

石　

岡　

森
田　

愛
子

ヒ
ュ
ル
ヒ
ュ
ル
と
蜥と

か
げ蜴

の
ぞ
き
て

ま
た
隠
る

や
さ
と
俳
句
会

　
　
　
　

片　

岡　

馬
場　

小
零

い
と
小
さ
き
風
の
囁

さ
さ
や

き
松
風
草

　
　
　
　

瓦　

谷　

山
崎　

景
子

秋
め
く
や
木
々
色
づ
き
し
山
の
宿

嘉
良
寿
理　

島
田
美
沙
生

人
恋
ふ
る
ご
と
く
に
寄
り
来

鬼
ヤ
ン
マ

俳
句

短
歌

俚
謡

投
稿
作
品

石
岡
短
歌
同
好
会

高　

浜　

大
嶋　

全
江

あ
ぢ
さ
ゐ
の
彩
り
失
せ
し
か
た
は

ら
の
百さ

る
す
べ
り

日
紅
に
華
を
ゆ
づ
ら
む

東
大
橋　

森　

美
千
瑠

日
々
続
く
暑
さ
を
一
気
に
断
つ

ご
と
く
太
き
雨
降
る
雷
を
伴
ひ

大
谷
津　

海
老
澤
明
子

花
咲
か
ぬ
牡
丹
桜
が
伐き

ら
れ
を
り

こ
の
家や

に
五
十
年
咲
き
た
る
大
樹

旭　

台　

井
上
ミ
チ
子

夕
暮
れ
に
ひ
と
り
ブ
ラ
ン
コ
揺
ら
し
居

り
自
由
と
淋
し
さ
身
に
し
む
け
ふ
は

井　

関　

木
間
塚
具
子

目
を
や
れ
ば
夏
水
仙
は
い
つ
の
間

に
丈
の
そ
ろ
い
て
花
咲
く
を
待
つ

八
郷
短
歌
会

柿　

岡　

小
林　

渥
子

カ
サ
ブ
ラ
ン
カ
切
り
て
う
つ
ろ
と
な
る

庭
に
こ
の
朝
も
追
ふ
花
の
ま
ぼ
ろ
し

山　

崎　

鈴
木　
　

菫

小
さ
き
手
に
タ
ン
ポ
ポ
一
杯
握
り

し
め
笑
顔
と
と
も
に
回
覧
届
く

山　

崎　

西
口
は
ま
子

花
々
と
光
と
風
と
に
癒
さ
れ
て

北
の
大
地
の
ガ
ー
デ
ン
巡
る

石
岡
俚
謡
会

下　

林　

加
藤　

弥
生

娘
盛
り
の　

豊
か
な
胸
を

　
　

見
せ
て
清
し
い　

夏
な
つ
ご
ろ
も衣

川　

又　

関　
　

清
志

猛
暑
八
月　

真
夏
も
め
ぐ
り

　
　

風
化
さ
せ
る
な　

終
戦
日

杉　

並　

助
川　

浩
史

夏
の
到
来　

本
格
的
に

　

な
っ
て
ビ
ー
ル
が　

喉の
ど

に
鳴
る

　
　
　
　

府　

中　

小
川
野　

蛙

い
つ
の
ま
に
や
ら　

空
き
家
に
な
っ
て

　

ツ
バ
メ
飛
び
交
う　

初
夏
の
空

石　

岡　

石
塚　

芳
華

蝉
の
ぬ
け
殻　

林
の
句
碑
を

　

抱
い
て
い
る
よ
に　

風
の
中

　
　
　
　

若　

松　

川
崎　

洋
子

蝉
を
捕
っ
て
と　

せ
が
ん
で
泣
い
た

　

遠
く
消
え
て
く　

子
ら
と
夏

国
府　

島
田
雪
う
さ
ぎ

無
残
爪
跡　

九
州
豪
雨

　
　

目
指
せ
復
興　

心
意
気

　
　
　
　

国　

府　

坂
下　

蜻
蛉

子
ら
は
昼
寝
か　

動
か
ぬ
遊
具

　

蝉
の
声
だ
け　

響
き
合
う

俳
句

　
　
　
　
　
　
　
　

松
岡　

元
義

短
夜
に
散
り
た
る
槿

む
く
げ

宴
の
跡

　
　
　
　
　
　
　
　

川
崎　

夫
久

早
や
夕ゆ

う
げ餉

と
う
ふ
浮
し
て
根
深
汁

短
歌

　
　
　
　
　
　
　
　

荒
井　

幸
子

大
輪
の
打
ち
上
げ
花
火
自
宅
よ
り

窓
越
し
に
見
ゆ
夏
の
夜
の
幸

鈴
木　

君
江

目
覚
め
れ
ば
吾
待
つ
仕
事
の
あ
れ
や

こ
れ
追
わ
る
る
こ
と
も
一
つ
楽
し
み

羽
生　
　

俊

買
物
も
借
り
手
な
け
れ
ば
行
け
ぬ

身
の
戦
禍
思
い
し
自
家
菜
利
用

文
化
協
会
だ
よ
り

●
文
化
協
会
盆
栽
部

　
高
浜
盆
栽
会

・
高
浜
地
区
文
化
祭「
盆
栽
展
示
会
」

日
時
／
10
月
14
日
土

午
前
９
時
〜
午
後
３
時

場
所
／
高
浜
小
学
校　

体
育
館

問
☎
２
６
・
９
９
８
３
（
小
松
崎
）

●
や
さ
と
無
形
民
俗
部
門

（
太だ

い
だ
い
か
ぐ
ら

々
神
楽
保
存
会
）

・
神
楽
奉
納
講
演
会

日
時
／
10
月
３
火
・
４
日
水

場
所
／
八は
ち
ま
ん幡
神
社　

拝
殿

問
☎
４
３
・
０
０
８
４
（
木
村
）

●
八
郷
読
書
会

▼
同
じ
本
を
読
み
、
自
由
に
感
想

を
話
し
合
う
読
書
会
で
す
。
気
軽

に
お
出
か
け
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
15
日
水

　
　
　

午
前
10
時
〜
正
午

場
所
／
国
民
宿
舎
つ
く
ば
ね

テ
キ
ス
ト
／
宮
下
奈
都
著

　
　
　
　
　
『
羊
と
鋼
の
森
』

参
加
費
／
無
料

※
終
了
後
、
希
望
者
に
は
お
弁
当

　
（
１
２
４
０
円
）
を
ご
用
意
し

　

ま
す
。（
要
申
込
）

問
☎
４
２
・
３
３
１
９
（
富
田
）

文芸いしおか
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佐藤 茉
ま き

希ちゃん
（５歳）
東石岡

佐藤 茂木 千
ちさ と

怜ちゃん
　　　　（4か月）

石岡

まさにわが家のアイ
ドル千怜ちゃん！ベ
ビーカーに乗ってご
機嫌♪朗らかで優し
い子に育ってね！

大好きなアイスを手
にニコニコの茉希
ちゃん♪柚お姉ちゃ
んと仲良くすくすく
元気に育ってね！

し
い
目
を
し
た
牛
た
ち
が
の
ん
び
り
と
過
ご
す
牛
舎
。

「
こ
の
子
は
赤
毛
だ
か
ら
レ
ッ
ド
。
生
ま
れ
た
ば

か
り
の
あ
の
子
は
ミ
ラ
ン
ダ
」
教
え
て
も
ら
っ
た
名
前
を

呼
ぶ
と
、
人
懐
こ
く
近
づ
い
て
来
る
牛
た
ち
の
温
か
な
体

温
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
、
大
砂
に
あ
る
石
岡
鈴

木
牧
場
。
牛
の
健
康
を
第
一
に
、
50
頭
ほ
ど
を
育
て
て
い

ま
す
。
お
よ
そ
10
年
前
に
製
造
を
始
め
た
ヨ
ー
グ
ル
ト
や

チ
ー
ズ
は
地
元
を
中
心
に
販
売
さ
れ
、
口
コ
ミ
で
話
題
を

呼
び
、
大
使
館
の
晩
餐
会
で
も
使
わ
れ
る
ほ
ど
。

　
「
搾
乳
し
て
い
る
牛
は
28
頭
。
こ
れ
は
県
内
で
み
れ
ば

半
分
以
下
の
規
模
。
で
も
拡
大
す
る
こ
と
は
考
え
て
い
な

い
ん
で
す
。
大
き
く
な
れ
ば
、
両
親
が
大
切
に
し
て
き
た

『
健
康
に
飼
う
』
こ
と
を
続
け
て
い
く
の
が
難
し
く
な
る

か
ら
」
と
話
す
鈴
木
績
さ
ん
は
、
２
年
前
ま
で
市
外
の
大

手
建
設
機
械
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
で
し
た
。
現
在
は
妻
の

美
登
里
さ
ん
と
、
両
親
の
築
い
て
き
た
牧
場
を
継
承
す
べ

く
経
営
に
携
わ
り
ま
す
。

　

一
頭
あ
た
り
の
搾
乳
量
を
増
や
す
こ
と
が
重
視
さ
れ
る

時
代
に
、
父
の
昇
さ
ん
は
「
病
気
の
な
い
健
康
な
牛
を
育

て
る
」
こ
と
を
一
番
に
考
え
、
飼
料
畑
の
土
づ
く
り
に
力

を
注
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
牧
場
特
有
の
臭
い
が
し
な

く
な
っ
た
こ
と
に
は
、
訪
れ
た
誰
も
が
驚
き
ま
す
。

「
な
く
し
て
ほ
し
く
な
い
」
の
言
葉
で

　

機
械
が
好
き
で
技
術
畑
一
本
だ
っ
た
績
さ
ん
。

　
「
正
直
、
継
ぐ
気
は
な
か
っ
た
ん
で
す
。
で
も
結
婚
後
、

週
末
に
乳
製
品
の
試
食
会
の
手
伝
い
に
行
く
よ
う
に
な
る

と
、
そ
こ
で
出
会
う
お
客
さ
ん
か
ら
『
こ
こ
の
ヨ
ー
グ
ル

ト
が
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
ら
、
私
た
ち
ど
う
し
た
ら
い

い
の
』
と
声
を
掛
け
ら
れ
て
。
こ
ん
な
に
も
求
め
ら
れ
る

仕
事
を
し
て
い
た
ん
だ
と
気
づ
か
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
ね
」

　

近
隣
の
畑
を
借
り
受
け
て
か
ら
は
飼
料
の
自
給
率
は
２

割
ほ
ど
あ
が
り
ま
し
た
。
一
方
、
牛
に
食
べ
さ
せ
る
も
の

で
あ
っ
て
も
安
心
・
安
全
な
も
の
を
作
る
た
め
に
、
農
薬

を
使
わ
ず
に
除
草
を
行
う
な
ど
手
間
は
惜
し
み
ま
せ
ん
。

　

愛
知
県
出
身
の
美
登
里
さ
ん
は
、
３
年
前
、
結
婚
を
機

に
石
岡
市
に
移
住
。
以
前
は
、
北
海
道
の
酪
農
機
械
メ
ー

カ
ー
の
営
業
と
し
て
全
国
の
牧
場
を
飛
び
回
る
日
々
。
現

在
は
チ
ー
ズ
の
製
造
を
担
当
し
ま
す
。

　
「
石
岡
に
来
て
野
菜
っ
て
こ
ん
な
に
お
い
し
い
か
っ
た

の
か
と
気
付
き
ま
し
た
。
食
べ
た
も
の
で
体
が
出
来
て
い

る
の
は
牛
も
人
間
も
一
緒
。
お
義
父
さ
ん
た
ち
が
一
番
大

切
に
し
て
き
た
『
土
づ
く
り
』
が
す
べ
て
の
始
ま
り
だ
と

思
う
ん
で
す
」
今
後
は
食
育
を
切
り
口
に
、
土
づ
く
り
の

意
味
を
五
感
で
体
験
で
き
る
場
を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と

話
す
お
二
人
。
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
が
始
ま
り
ま
す
。

優

おいしい乳製品は土づくりから
鈴木績

いさお

さん・美登里さん（石岡鈴木牧場）
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